
N0.127 2011年10月

　第９回北秋田市たかのす太鼓まつりが９月11日、大

太鼓の館野外ステージで開かれ、市内外から10団体が

出演し迫力ある太鼓演奏とパフォーマンスを披露しま

した。この日は東日本大震災からちょうど半年、震災

で亡くなられた方への鎮魂の祭としても行われました。
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■
総
務
課

　
被
災
地
へ
の
職
員
派
遣
に
つ
い
て
は
、

既
に
震
災
被
災
地
に
延
べ
50
人
を
派
遣
し

て
い
ま
す
が
、
能
代
市
か
ら
協
力
要
請
が

あ
り
、
災
害
援
護
資
金
等
の
業
務
支
援
と

し
て
岩
手
県
大
船
渡
市
へ
７
月
か
ら
12
月

ま
で
の
間
に
職
員
延
べ
５
、
６
人
を
派
遣

し
ま
す
。
ま
た
、
７
月
末
の
豪
雨
に
よ
り

甚
大
な
被
害
を
受
け
た
新
潟
県
三
条
市
か

ら
水
害
サ
ミ
ッ
ト
の
縁
で
職
員
の
派
遣
要

請
が
あ
り
、
被
災
住
宅
調
査
の
た
め
８
月

３
日
か
ら
８
月
８
日
ま
で
職
員
２
人
を
派

遣
し
ま
し
た
。

　
夏
休
み
を
利
用
し
た
福
島
県
か
ら
の
被

災
児
童
・
生
徒
の
一
時
避
難
に
つ
い
て
は
、

市
内
８
か
所
の
宿
泊
施
設
に
お
よ
そ
２
０

０
人
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。
滞
在
中
は
無

料
開
放
さ
れ
た
観
光
施
設
や
小
学
校
の

プ
ー
ル
の
利
用
、
北
欧
の
杜
公
園
、
火
ま

つ
り
見
学
な
ど
楽
し
み
ま
し
た
。

　
８
月
17
日
の
豪
雨
発
生
に
よ
り
、
災
害

警
戒
部
を
立
ち
上
げ
、
対
応
に
当
た
り
ま

し
た
。
８
月
23
日
現
在
確
認
さ
れ
た
住
家

の
被
害
は
床
上
浸
水
８
棟
、
床
下
浸
水
37

棟
、
非
住
家
４
棟
、
農
作
物
は
水
稲
を
中

心
に
94
・
２
ha
が
冠
水
、
倒
伏
な
ど
の
被

害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
農
地

・
農
業
用
施
設
、
林
道
、
市
道
、
水
路
等

被
害
に
つ
い
て
は
調
査
中
で
す
が
、
早
期

の
復
旧
に
努
め
ま
す
。

■
総
合
政
策
課

　
平
成
23
年
度
の
移
動
行
政
懇
話
会
は
、

８
月
25
日
か
ら
30
日
の
日
程
で
阿
仁
、
森

吉
、
合
川
、
鷹
巣
の
順
に
開
催
し
ま
し
た
。

　
市
か
ら
は
「
北
秋
田
市
の
防
災
に
つ
い

て
」
と
「
災
害
時
要
援
護
者
避
難
支
援
制

度
」
に
つ
い
て
説
明
し
、
協
力
を
お
願
い

し
ま
し
た
。

■
内
陸
線
再
生
支
援
室

　
秋
田
内
陸
線
に
関
す
る
地
域
懇
談
会
が

６
月
29
日
か
ら
７
月
11
日
に
か
け
市
内
４

か
所
で
開
催
さ
れ
、
会
社
側
か
ら
内
陸
線

の
現
状
や
23
年
度
の
取
り
組
み
、
利
活
用

の
お
願
い
、
活
性
化
本
部
か
ら
は
マ
イ

レ
ー
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
駅
タ
ー
ミ
ナ
ル

パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業
の
説
明
と
協
力
依
頼
、

参
加
者
か
ら
は
内
陸
線
に
対
す
る
要
望
や

意
見
な
ど
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
内
陸
線
の
利
用
促
進
と
沿
線
の
交
流
を

深
め
る
秋
田
内
陸
地
域
公
共
交
通
連
携
協

議
会
主
催
の
第
５
回
秋
田
内
陸
線
グ
ラ
ウ

ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
が
８
月
30
日
、
大
野

台
ハ
イ
ラ
ン
ド
を
会
場
に
開
催
さ
れ
、
仙

北
市
や
大
仙
市
、
北
秋
田
市
、
大
館
市
な

ど
の
愛
好
家
約
１
７
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

■
財
政
課

　
平
成
23
年
５
月
28
日
〜
８
月
15
日
ま
で

の
工
事
等
発
注
状
況
（
５
０
０
万
円
以

上
）
は
30
件
、
契
約
額
は
５
億
６
３
２
７

万
5
千
円
で
す
。

■
税
務
課

　
平
成
23
年
7
月
1
日
現
在
の
市
県
民
税

は
、
納
税
義
務
者
数
が
1
万
5
1
7
5
人
、

課
税
額
が
14
億
8
9
8
2
万
9
9
0
0
円

で
す
。
国
民
健
康
保
険
税
は
6
3
3
2
世

帯
、
課
税
額
が
6
億
1
9
3
万
6
０
０
０

円
で
す
。

■
生
活
課

　
７
月
７
日
に
市
道
「
大
野
岱
線
」
周
辺

で
「
美
し
い
ふ
る
さ
と
北
秋
田
ク
リ
ー
ン

ア
ッ
プ
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
」
で
不
法
投
棄
廃

棄
物
（
不
燃
ご
み
80
㎏
、
廃
家
電
65
台
、

廃
タ
イ
ヤ
29
本
）
を
回
収
し
、
北
秋
田
市

内
の
環
境
美
化
に
努
め
ま
し
た
。

　
福
島
第
１
原
発
事
故
に
よ
る
放
射
能
汚

染
問
題
に
つ
い
て
は
、
秋
田
県
が
公
表
し

て
い
る
県
内
市
町
村
の
空
間
放
射
線
量
の

調
査
結
果
（
８
月
９
日
）
に
よ
る
と
市
内

の
放
射
線
量
の
値
（
０
・
04
マ
イ
ク
ロ

シ
ー
ベ
ル
ト
毎
時
）
は
通
常
の
レ
ベ
ル
と

い
う
結
果
が
出
て
い
ま
す
。

　「
子
ど
も
と
高
齢
者
の
事
故
防
止
」
を

運
動
の
重
点
と
し
て
、
夏
の
交
通
安
全
運

動
を
８
月
１
日
か
ら
８
月
10
日
ま
で
実
施

し
ま
し
た
。

　
日
常
使
用
す
る
家
電
製
品
に
よ
る
事
故

を
未
然
に
防
止
し
、
消
費
者
の
安
全
を
守

る
た
め
、
７
月
27
日
に
安
全
３
法
に
基
づ

き
市
内
３
店
舗
に
立
ち
入
り
、
テ
ー
ブ
ル

タ
ッ
プ
な
ど
８
品
目
を
検
査
し
た
結
果
、

９月定例議会行政報告（その１）

　
平
成
23
年
９
月
定
例
議
会
は
、
９
月
６
日
に
開
会
、
９
月
16
日
ま
で
の
会

期
で
開
か
れ
ま
し
た
。
議
会
初
日
に
は
、
行
政
報
告
と
上
程
さ
れ
た
各
議
案

の
大
綱
質
疑
、ま
た
８
日
、９
日
に
は
一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
後
、

各
常
任
委
員
会
で
付
託
さ
れ
た
議
案
を
審
議
し
、
16
日
の
最
終
日
に
採
決
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
９
月
定
例
議
会
の
行
政
報
告
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

９
月
定
例
議
会

行

政

報

告

（１）

総
務
部
関
係

財
務
部
関
係

市
民
生
活
部
関
係

▲８月17日の豪雨により農地等に立木等が
流される（今泉地区）
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検
査
対
象
品
目
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
適

正
に
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
市
民
提
案
型
ま
ち
づ
く
り
事
業
に
つ
い

て
は
、
一
次
募
集
に
応
募
が
あ
っ
た
２
団

体
が
い
ず
れ
も
採
択
さ
れ
事
業
実
施
中
で
、

現
在
二
次
募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ク
リ
ー
ン
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
へ
の

４
月
か
ら
７
月
末
ま
で
の
ご
み
搬
入
量
の

実
績
は
、
約
４
１
８
０
㌧
で
、
前
年
同
期

と
比
べ
、
１
０
４
㌧
の
減
で
す
。

■
市
民
課

　
平
成
23
年
７
月
末
現
在
の
住
民
登
録
者

数
は
、
３
万
６
７
４
０
人
で
、
そ
の
内
訳

は
男
１
万
７
２
２
０
人
、
女
１
万
９
５
２

０
人
、
世
帯
数
は
１
万
４
５
１
５
世
帯
で
す
。

　
一
般
旅
券
（
パ
ス
ポ
ー
ト
）
の
交
付
件

数
は
、
４
月
か
ら
７
月
末
ま
で
76
件
で
す
。

　
国
民
健
康
保
険
前
期
高
齢
者
受
給
者
証

の
交
付
者
数
は
２
２
５
３
人
、
後
期
高
齢

者
医
療
被
保
険
者
証
の
交
付
者
数
７
７
４

９
人
、
福
祉
医
療
費
受
給
者
証
の
交
付
者

数
は
３
９
１
０
人
で
す
。（
８
月
１
日
現
在
）

■
福
祉
課 

　
７
月
14
日
に
第
61
回
社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
の
市
民
集
会
が
開
催
さ
れ
、
28
団

体
約
３
０
０
人
の
参
加
者
が
銀
座
通
り
を

パ
レ
ー
ド
し
、
文
化
会
館
で
は
法
務
大
臣

メ
ッ
セ
ー
ジ
の
朗
読
等
を
通
じ
て
犯
罪
や

非
行
の
防
止
に
つ
い
て
啓
発
を
行
い
ま
し

た
。

　
８
月
23
日
に
北
秋
田
市
戦
没
者
追
悼
式

が
文
化
会
館
で
行
わ
れ
、
遺
族
や
市
の
関

係
者
な
ど
約
２
４
０
人
が
参
列
し
、
戦
没

者
の
御
霊
に
献
花
を
行
い
な
が
ら
今
日
の

平
和
で
豊
か
な
郷
土
の
発
展
の
礎
と
な
っ

た
戦
没
者
を
偲
び
、
恒
久
平
和
の
誓
い
を

新
た
に
し
ま
し
た
。

　
各
保
育
園
は
、
７
月
、
８
月
に
恒
例
の

「
夏
ま
つ
り
」
行
事
を
行
い
、
園
児
と
地

域
と
の
交
流
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

　
6
月
29
日
に
虐
待
防
止
等
総
合
支
援
地

域
協
議
会
を
開
催
し
、
関
係
機
関
・
団
体

及
び
学
識
経
験
者
か
ら
26
人
を
委
員
に
委

嘱
し
て
、
関
係
機
関
が
情
報
の
共
有
と
連

携
を
図
り
な
が
ら
、
虐
待
や
い
じ
め
の
防

止
、
早
期
発
見
及
び
早
期
対
応
に
取
り
組

む
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
北
秋
田
市
ハ
ー
ト
フ
ル
倶
楽
部
委
員
会

に
つ
い
て
は
、
７
月
１
日
に
委
員
の
委
嘱

を
行
い
、
今
後
も
男
女
の
出
会
い
の
場
づ

く
り
に
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
障
が
い
者
計
画
及
び
第
３
期
障
が
い
福

祉
計
画
策
定
に
つ
い
て
は
、
７
月
11
日
に

第
１
回
策
定
委
員
会
を
開
催
し
、
関
係
機

関
及
び
一
般
公
募
者
か
ら
の
13
人
を
委
員

に
委
嘱
し
、
障
が
い
者
施
策
の
今
後
の
方

向
を
示
す
計
画
書
策
定
に
向
け
、
意
識
調

査
ア
ン
ケ
ー
ト
等
を
実
施
し
な
が
ら
年
度

内
の
策
定
を
目
指
し
ま
す
。

■
高
齢
福
祉
課

　
本
年
度
か
ら
、
主
と
し
て
要
介
護
状
態

と
な
る
お
そ
れ
の
高
い
状
態
に
あ
る
と
認

め
ら
れ
る
65
歳
以
上
の
方
達
を
対
象
と
し

て
、
要
介
護
状
態
と
な
る
事
を
予
防
し
、

活
動
的
で
生
き
が
い
の
あ
る
人
生
を
送
っ

て
い
た
だ
く
た
め
の
二
次
予
防
事
業
対
象

者
把
握
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
調
査
対

象
者
１
万
１
５
７
人
に
対
し
て
ア
ン
ケ
ー

ト
方
式
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
配
布
し
、

７
月
31
日
現
在
、
回
収
率
は
66
・
4
％
で

す
。
未
提
出
世
帯
に
つ
い
て
は
、
今
後
で

き
る
だ
け
個
別
訪
問
を
行
い
実
態
の
把
握

に
努
め
ま
す
。

■
医
療
推
進
課

　
北
秋
田
市
地
域
医
療
連
携
セ
ン
タ
ー
運

営
協
議
会
に
つ
い
て
は
、
７
月
25
日
、
第

１
回
目
の
協
議
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
当

協
議
会
の
目
的
は
、
今
年
４
月
に
新
設
し

た「
北
秋
田
市
地
域
医
療
連
携
セ
ン
タ
ー
」

の
円
滑
な
運
営
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
も
の
で
、

医
療
機
関
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
な
ど

関
係
団
体
の
連
携
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
医
師
・
介
護
保
険
施
設
職
員
・
居

宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
職
員
・
居
宅
介
護
支

援
事
業
所
職
員
等
を
委
員
に
お
願
い
し
、

今
後
の
対
応
を
協
議
い
た
だ
く
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。

■
診
療
所
関
係

　
４
月
か
ら
７
月
ま
で
の
３
診
療
所
の
外

来
患
者
数
に
つ
い
て
は
、
阿
仁
診
療
所
で

は
、
内
科
３
７
１
１
人
で
前
年
同
期
対
比

3
2
1
人
の
減
、
外
科
３
６
９
６
人
で
前

年
同
期
対
比
１
２
１
人
の
減
、
歯
科
１
４

３
７
人
で
前
年
同
期
対
比
13
人
の
減
で
す
。

　
合
川
診
療
所
で
は
、
５
６
６
６
人
で
前

年
同
期
対
比
91
人
の
減
で
す
。

　
ま
た
、
今
年
４
月
に
開
所
し
た
米
内
沢

診
療
所
で
は
、
内
科
８
０
８
６
人
、
小
児

科
６
２
８
人
、
整
形
外
科
１
８
７
４
人
、

脳
血
管
外
科
５
７
８
人
、
心
臓
血
管
外
科

99
人
で
す
。

９月定例議会行政報告（その１）

健
康
福
祉
部
関
係

▲26名の委嘱状が交付され情報交換を行っ
た虐待防止等総合支援地域協議会

▲北秋田市地域医療連携センターの円滑な
運営をサポートする運営協議会
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■
健
康
推
進
課

　
成
人
検
診
事
業
は
、
個
別
医
療
機
関
方

式
、
国
保
ド
ッ
ク
方
式
を
除
き
８
月
10
日

で
終
了
し
ま
し
た
。

　
集
団
検
診
の
受
診
状
況
は
、
特
定
健
康

診
査
２
１
３
３
人
、
一
般
健
康
診
査
63
人
、

後
期
高
齢
者
１
１
３
４
人
で
す
。

　
食
育
推
進
事
業
は
、
体
験
学
習
型
の
食

育
探
健
隊
を
こ
れ
ま
で
４
回
実
施
し
81
人

の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　
献
血
実
施
状
況
は
、
７
月
末
現
在
で
全

血
献
血
２
３
４
人
で
す
。

■
農
林
課

　
今
年
の
水
稲
は
、
平
年
並
に
出
穂
し
、

順
調
に
推
移
し
て
い
ま
す
。

　
き
ゅ
う
り
、
ト
マ
ト
の
青
果
物
等
は
、

出
荷
量
は
平
年
並
で
は
あ
る
も
の
の
、
若

干
価
格
が
下
落
傾
向
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
畜
産
関
係
は
、
８
月
上
旬
に
管
内
で
牛

の
ヨ
ー
ネ
病
感
染
が
確
認
さ
れ
、
伝
染
病

拡
大
防
止
の
た
め
感
染
牛
の
殺
処
分
と
当

該
牛
舎
等
の
消
毒
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
６
月
23
日
か
ら
24
日
発
生
の
豪
雨
被
害

は
、
農
地
２
件
、
農
業
施
設
２
件
の
災
害

が
発
生
し
、
林
道
災
害
は
、
補
助
該
当
と

し
て
２
路
線
２
箇
所
の
設
計
委
託
を
発
注

済
み
で
す
。
ま
た
、
単
独
災
害
と
し
て
２

路
線
２
箇
所
あ
り
随
時
復
旧
し
て
い
ま
す
。

　
本
年
度
か
ら
本
格
実
施
さ
れ
た
農
業
者

戸
別
所
得
補
償
制
度
は
、
８
月
５
日
に

「
北
秋
田
市
農
業
再
生
協
議
会
」
設
立
総

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
有
害
駆
除
は
、
例
年
に
な
い
熊
の
出
没

に
よ
り
11
頭
（
８
月
15
日
現
在
）
を
駆
除

し
人
的
被
害
を
未
然
に
防
い
で
い
ま
す
。

■
商
工
観
光
課

　
企
業
誘
致
関
係
は
、
大
野
台
工
業
団
地

の
テ
ィ
デ
ィ
エ
ス
株
式
会
社
秋
田
工
場
の

増
設
工
事
が
完
成
し
、
新
規
採
用
９
人
、

パ
ー
ト
か
ら
正
社
員
に
登
用
10
人
の
計
19

人
で
８
月
１
日
か
ら
操
業
し
て
い
ま
す
。

　
緊
急
雇
用
事
業
関
係
は
、
県
の
基
金
事

業
を
活
用
し
７
月
か
ら
企
業
誘
致
支
援
事

業
な
ど
８
事
業
、
44
人
の
雇
用
で
失
業
者

対
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
７
月
15
日
に
、
東
京
都
板
橋
区
ハ
ッ

ピ
ー
ロ
ー
ド
大
山
商
店
振
興
組
合
と
全
国

ふ
る
里
ふ
れ
あ
い
シ
ョ
ッ
プ
「
と
れ
た
て

村
」
の
参
加
契
約
書
を
交
わ
し
、
参
加
記

念
イ
ベ
ン
ト
で
、
北
秋
田
市
の
特
産
物
を

Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。
ま
た
、
東
日
本
大
震
災

の
被
災
地
を
応
援
す
る
た
め
、
東
京
都
三

鷹
市
の
第
三
セ
ク
タ
ー
の
株
式
会
社
ま
ち

づ
く
り
三
鷹
が
開
設
運
営
し
て
い
る
ア
ン

テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ「
東
日
本
応
援
シ
ョ
ッ
プ
」

に
７
月
30
日
か
ら
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
観
光
振
興
関
係
は
、
８
月
１
日
よ
り
来

年
の
３
月
31
日
ま
で
大
館
能
代
空
港
の
利

用
を
促
進
す
る
為
、
市
民
へ
空
港
利
用
時

の
助
成
金
５
０
０
０
円
を
支
出
し
、
搭
乗

率
の
向
上
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
７
月
か
ら
８
月
に
は
、
米
代
川
花
火
大

会
を
は
じ
め
、
市
内
各
地
で
さ
ま
ざ
ま
な

イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　■
都
市
計
画
課

　
日
本
海
沿
岸
東
北
自
動
車
道
の
二
ツ
井

白
神
〜
あ
き
た
北
空
港
間
は
、
８
月
25
日
開

催
の
社
会
資
本
整
備
審
議
会
道
路
分
科
会
第

３
回
東
北
地
方
小
委
員
会
に
お
い
て
、
現
道

活
用
案
を
採
用
す
る
方
針
と
し
、
事
業
化
に

向
け
て
前
進
し
ま
し
た
。

　
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
緊
急
支
援
事
業
は
、

８
月
15
日
現
在
で
交
付
決
定
数 

２
５
０

件
、
交
付
決
定
額
３
６
０
０
万
3
千
円
、

対
予
算
比
80
％
で
す
。

　
市
営
住
宅
大
町
団
地
は
、
７
月
末
に
解

体
・
整
地
を
終
え
て
い
ま
す
。

■
建
設
課

　
地
域
活
性
化
交
付
金
事
業
は
、
除
雪

ド
ー
ザ
８
㌧
級
ほ
か
５
台
を
購
入
し
て
い

ま
す
。
道
路
・
側
溝
・
舗
装
等
維
持
工
事

で
は
高
野
尻
線
ほ
か
４
路
線
５
件
を
発
注

し
、
伊
勢
町
〜
堤
防
線
ほ
か
２
路
線
３
件
、

河
川
・
浚
渫
等
維
持
工
事
で
は
大
沢
川
が

完
成
し
て
い
ま
す
。

　
道
路
新
設
改
良
事
業
は
、
繰
越
事
業
の

道
路
改
良
工
事
で
大
野
台
幹
線
２
工
区
、

災
害
防
除
工
事
で
萱
草
地
蔵
岱
線
が
完
成

し
て
い
ま
す
。
道
路
舗
装
工
事
は
摩
当
〜

向
黒
沢
線
が
完
成
し
、
道
路
改
良
工
事
で

大
野
台
幹
線
３
件
を
発
注
し
て
い
ま
す
。

　
河
川
災
害
復
旧
工
事
で
は
大
舟
木
沢
川

ほ
か
３
河
川
４
件
、
道
路
災
害
復
旧
工
事

で
七
日
市
〜
松
沢
線
ほ
か
５
路
線
６
件
が

完
成
し
て
い
ま
す
。

　
６
月
23
日
、
24
日
の
梅
雨
前
線
豪
雨
災

害
は
、
河
川
災
害
復
旧
工
事
で
馬
屋
沢
川

の
災
害
査
定
が
終
了
し
、
復
旧
工
事
に
向

け
て
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

■
上
下
水
道
課

　
簡
易
水
道
事
業
は
、
桂
瀬
ポ
ン
プ
場
送

水
ポ
ン
プ
取
替
工
事
、
市
道
大
野
台
幹
線

改
良
に
伴
う
水
道
管
移
設
工
事
、
長
野
沢

浄
・
配
水
場
法
面
保
護
工
事
の
３
件
が
完

９月定例議会行政報告（その２）

９
月
定
例
議
会

行

政

報

告

（２）

産
業
部
関
係

建
設
部
関
係

▲８月27日、阿仁荒瀬地区で開催された第12
回北秋田市長杯森吉山ローラースキー大会
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成
し
て
い
ま
す
。

　
公
共
下
水
道
事
業
は
、
鷹
巣
処
理
区
に

お
い
て
、
綴
子
字
胡
桃
館
地
内
の
幹
線
工

事
２
件
と
脇
神
字
平
崎
上
岱
地
内
の
面
整

備
工
事
を
発
注
し
て
い
ま
す
。

　
農
業
集
落
排
水
事
業
は
、
木
戸
石
地
区

の
中
継
ポ
ン
プ
制
御
盤
移
設
工
事
が
完
成

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
前
田
地
区
の
下
水

道
管
移
設
工
事
を
発
注
し
て
い
ま
す
。

　
浄
化
槽
市
町
村
整
備
推
進
事
業
は
、
７

人
槽
１
基
の
工
事
が
完
成
し
て
い
ま
す
。

■
常
備
消
防

　
本
年
上
半
期
の
管
内
の
火
災
発
生
は
、

11
件
で
、
建
物
火
災
９
件
、
車
両
火
災
1

件
、
そ
の
他
火
災
１
件
で
す
。

　
救
急
出
動
は
７
２
８
件
で
、
急
病
４
９

９
件
、
一
般
負
傷
98
件
、
交
通
事
故
52
件
、

転
院
搬
送
49
件
な
ど
で
す
。

　
救
助
出
動
は
36
件
で
、
交
通
事
故
27
件
、

水
難
事
故
・
そ
の
他
事
故
が
９
件
で
す
。

ま
た
、
３
件
の
捜
索
出
動
が
あ
り
ま
し
た
。

　
６
月
１
日
か
ら
設
置
が
義
務
化
さ
れ
た

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
こ
れ
ま
で
の
調

査
累
計
で
、
当
市
で
は
８
２
９
９
世
帯
の

設
置
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
非
常
備
消
防

　
７
月
10
日
、
阿
仁
吉
田
地
区
で
、
団
員

４
５
０
人
が
参
加
し
て
市
消
防
団
消
防
訓

練
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
同
会

場
で
は
、
７
月
24
日
、
大
館
市
・
上
小
阿

仁
村
・
当
市
の
代
表
団
員
５
２
９
人
が
参

加
し
て
秋
田
県
消
防
協
会
大
館
北
秋
田
支

部
消
防
訓
練
大
会
が
開
か
れ
、
迅
速
で
統

制
の
と
れ
た
消
防
活
動
を
３
部
門
で
競
い

合
い
、
規
律
訓
練
の
部
で
は
森
吉
第
７
分

団
が
優
勝
し
、
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
で

は
阿
仁
第
１
分
団
が
優
勝
す
る
な
ど
、
各

分
団
の
日
頃
の
充
実
し
た
訓
練
成
果
が
披

露
さ
れ
ま
し
た
。

■
総
務
課 

　
学
校
整
備
に
係
る
主
な
工
事
の
進
捗
状

況
は
、
阿
仁
中
学
校
体
育
館
解
体
工
事
か

ら
鷹
巣
小
学
校
、
鷹
巣
南
中
学
校
校
舎
屋

根
塗
装
工
事
、
森
吉
中
学
校
屋
根
改
修
工

事
、
鷹
巣
南
小
学
校
は
耐
震
補
強
工
事
を

そ
れ
ぞ
れ
完
成
し
ま
し
た
。
ま
た
、
米
内

沢
小
学
校
新
校
舎
建
設
の
準
備
と
し
て
、

工
事
に
係
る
支
障
樹
木
の
伐
採
を
済
ま
せ
、

現
在
の
プ
ー
ル
解
体
か
ら
新
プ
ー
ル
の
建

設
工
事
な
ど
、
今
年
度
予
定
工
事
を
着
々

と
進
め
て
い
ま
す
。

■
学
校
教
育
課

　
市
内
の
小
・
中
学
校
は
、
部
活
動
の
地

区
大
会
や
全
県
大
会
、
各
種
コ
ン
ク
ー
ル

等
に
積
極
的
に
参
加
し
、
好
成
績
を
収
め

る
な
ど
活
躍
し
ま
し
た
。

　
外
国
語
指
導
助
手
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）
は
、
昨

年
度
に
引
き
続
い
て
任
用
さ
れ
る
３
人
の

ほ
か
、
新
た
に
来
日
し
た
マ
シ
ュ
ー
・

ト
ー
マ
ス
・
タ
ー
ナ
ー
、
ア
マ
ラ
・
ノ
エ

ル
・
ボ
ー
モ
ン
ト
の
２
人
に
も
辞
令
が
交

付
さ
れ
、
市
内
の
児
童
生
徒
と
一
緒
に
英

語
の
活
動
や
学
習
に
取
り
組
み
ま
す
。

■
生
涯
学
習
課

　
７
月
13
日
、
北
秋
田
市
青
少
年
問
題
協

議
会
が
秋
田
北
鷹
高
校
を
会
場
に
開
催
さ

れ
、
初
め
て
の
試
み
と
な
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
形
式
で
の
協
議
会
と
な
り
、
委

員
の
方
々
か
ら
は
今
後
も
高
校
生
の
声
を

聞
い
て
活
動
に
生
か
し
た
い
と
の
声
が
あ

り
ま
し
た
。

　
第
２
回
目
と
な
る
ア
マ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド

の
祭
典
「
音
祭
」
が
７
月
31
日
、
文
化
会

館
で
行
わ
れ
、
地
元
の
社
会
人
・
高
校
生

バ
ン
ド
を
始
め
、
市
内
外
か
ら
12
組
グ

ル
ー
プ
が
出
演
し
、
館
内
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　
８
月
15
日
、
北
秋
田
市
成
人
式
が
文
化

会
館
で
行
わ
れ
、
男
子
１
９
５
人
、
女
子

１
６
１
人
の
３
５
６
人
の
新
成
人
の
記
念

式
典
で
は
、
新
成
人
代
表
あ
い
さ
つ
、

ダ
ッ
ク
ス
ム
ー
ン
の
記
念
公
演
、
記
念
撮

影
等
が
あ
り
、
参
加
者
は
新
成
人
と
し
て

の
自
覚
に
満
ち
た
表
情
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
８
月
21
日
、
第
６
回
北
秋
田
市
民
俗
芸

能
大
会
が
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
、
市
内

５
団
体
の
郷
土
芸
能
の
ほ
か
に
、
今
年
は

仙
北
市
の
「
紙
風
船
太
鼓
・
手
踊
り
」
が

ゲ
ス
ト
出
演
し
、
関
係
者
の
交
流
を
図
る

と
と
も
に
、
会
場
を
訪
れ
た
方
々
は
郷
土

色
豊
か
な
芸
能
に
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。

■
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課 

　
サ
マ
ー
ス
ポ
ー
ツ
教
室
が
７
月
中
に
市

内
４
地
区
５
会
場
で
開
催
さ
れ
、
ミ
ニ
テ

ニ
ス
、
バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル
、
８
人
制
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
種
目
に
延

べ
１
０
０
人
が
参
加
し
、
楽
し
く
汗
を
流

し
ま
し
た
。

　
東
日
本
大
震
災
の
影
響
に
よ
る
体
育
施

設
の
節
電
で
は
、
利
用
者
の
協
力
を
得
な

が
ら
、
効
果
的
な
施
設
利
用
環
境
づ
く
り

に
努
め
て
い
ま
す
。

９月定例議会行政報告（その２）

消
防
本
部
関
係

教
育
委
員
会
関
係

▲7月24日、阿仁吉田地区を会場に行われた
秋田県消防協会大館北秋田支部消防訓練大会
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市
の
ま
ち
づ
く
り
や
行
政
課
題
な
ど
に

つ
い
て
市
民
と
語
り
合
う
移
動
行
政
懇
話

会
が
８
月
25
日
の
阿
仁
地
区
を
皮
切
り
に

始
ま
り
、
参
加
者
が
市
長
や
市
の
担
当
者

と
防
災
対
策
や
地
域
の
要
望
な
ど
に
つ
い

て
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　
懇
話
会
は
、
市
の
現
状
や
周
知
事
項
を

説
明
す
る
と
と
も
に
、
行
政
へ
の
意
見
・

要
望
を
伺
う
機
会
と
し
て
平
成
19
年
度
か

ら
開
催
し
て
い
る
も
の
で
、
４
地
区
で
市

民
約
２
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
開
会
に
あ
た
り
津
谷
市
長
は
、
東
日
本

大
震
災
に
つ
い
て
触
れ
「
こ
の
震
災
を
教

訓
と
し
て
、
県
内
で
２
番
目
の
広
い
面
積

を
持
つ
北
秋
田
市
で
は
人
々
が
点
在
し
て

お
り
、
有
事
の
際
の
安
否
確
認
や
情
報
収

集
、
伝
達
方
法
、
そ
し
て
避
難
所
等
、
防

災
計
画
の
見
直
し
を
行
い
、
日
本
一
安
全

で
安
心
な
北
秋
田
市
を
目
指
し
た
い
と
い

う
意
識
を
持
っ
て
取
り
組
む
覚
悟
を
新
た

に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
原
発
や
津
波
の

被
害
か
ら
逃
れ
て
30
世
帯
の
方
々
が
北
秋

田
市
に
も
避
難
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
が
、

被
災
地
の
一
日
も
早
い
復
興
に
向
け
て
、

で
き
る
限
り
の
支
援
を
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
皆
さ
ん
か
ら
市
の
行
政
に
対
す

る
さ
ま
ざ
ま
な
ご
意
見
や
ご
提
言
を
い
た

だ
き
な
が
ら
、
一
緒
に
住
み
よ
い
北
秋
田

市
づ
く
り
、
地
域
づ
く
り
の
た
め
の
移
動

行
政
懇
話
会
で
す
。
限
ら
れ
た
時
間
で
は

あ
り
ま
す
が
、
皆
様
と
意
見
交
換
を
十
分

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
」な
ど
と
あ
い
さ
つ
。

　
続
い
て
、
市
の
担
当
職
員
が
、
北
秋
田

市
の
防
災
に
つ
い
て
の
今
後
の
取
組
み
や

災
害
時
要
援
護
者
避
難
支
援
制
度
、
地
域

支
え
合
い
体
制
づ
く
り
事
業
、
浄
化
槽
設

置
事
業
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

　
こ
の
う
ち
、
市
の
防
災
に
つ
い
て
は
、

大
規
模
な
災
害
の
発
生
時
に
公
的
機
関
に

よ
る
支
援
、
救
出
、
援
護
が
す
ぐ
受
け
ら

れ
な
い
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
た
め
、「
自
分

た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち
で
守
る
」
と
い

う
地
域
住
民
の
連
携
に
基
づ
き
、
役
割
分

担
の
体
制
づ
く
り
や
災
害
時
要
援
護
者
、

避
難
経
路
な
ど
の
情
報
を
共
有
化
す
る
こ

と
で
一
人
で
も
多
く
の
命
を
守
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
自
主
防
災
組
織
の
立
ち
上
げ

を
推
進
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
説
明
し
ま

し
た
。

　
参
加
者
か
ら
出
さ
れ
た
主
な
質
問
・
意

見
と
そ
の
回
答
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
阿
仁
地
区
（
８
月
25
日
）

▽
市
民
病
院
の
予
約
診
療
に
つ
い
て
患
者

に
周
知
徹
底
さ
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。

　
予
約
制
を
知
ら
な
い
で
朝
か
ら
ず
っ
と

待
っ
て
い
る
人
が
い
る
と
聞
く
の
で
、
予

約
制
に
つ
い
て
の
周
知
徹
底
を
病
院
に
も

話
を
し
て
い
ま
す
。
予
約
制
度
を
や
っ
て

い
る
診
療
科
目
が
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
い

方
も
い
ま
す
の
で
病
院
の
方
に
も
徹
底
す

る
よ
う
に
話
し
て
い
き
た
い
。

▽
大
阿
仁
出
張
所
が
避
難
所
と
な
っ
て
い

る
が
、
夜
10
時
以
降
は
誰
も
い
な
い
の
に

避
難
所
の
役
目
を
果
た
す
の
か
。
出
張
所

の
職
員
退
庁
後
の
対
応
が
阿
仁
窓
口
セ
ン

タ
ー
の
対
応
と
な
っ
た
が
、
住
民
サ
ー
ビ

ス
の
低
下
で
は
。

　
各
避
難
所
と
も
有
事
の
際
は
、
カ
ギ
の

管
理
者
が
市
の
連
絡
を
も
と
に
駆
け
つ
け

開
設
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
大
阿
仁

出
張
所
は
今
ま
で
泊
り
の
体
制
で
あ
っ
た

が
、
合
理
的
な
運
営
と
し
て
理
解
し
て
い

た
だ
き
た
い
。
届
出
等
は
、
不
便
を
か
け

な
い
よ
う
に
し
た
い
。

▽
阿
仁
地
区
は
自
然
と
観
光
と
い
う
こ
と

で
振
興
が
図
ら
れ
て
い
る
が
、
北
秋
田
市

の
観
光
推
進
協
議
会
は
作
ら
れ
た
の
か
。

道
路
（
河
辺
阿
仁
線
）
の
期
成
同
盟
会
な

ど
を
継
続
的
に
進
め
て
も
ら
い
た
い
。

　
市
の
観
光
推
進
事
業
計
画
の
中
で
推
進

協
議
会
を
作
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
設

立
の
た
め
に
準
備
を
進
め
て
い
る
の
で
間

も
な
く
出
来
上
が
る
。
地
域
の
観
光
の
復

活
と
仙
北
・
北
秋
田
の
観
光
ル
ー
ト
の
設

立
の
た
め
に
も
、
時
間
は
か
か
る
が
期
成

同
盟
会
の
動
き
を
活
発
に
し
な
が
ら
要
望

活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
。

■
森
吉
地
区
（
８
月
26
日
）

▽
防
災
無
線
の
故
障
が
、
た
び
た
び
あ
る

た
め
定
期
的
な
点
検
を
。

　
年
１
回
の
点
検
を
行
っ
て
は
い
る
が
、

や
は
り
故
障
す
る
場
合
も
あ
る
。
故
障
し

た
場
合
に
は
迅
速
に
対
応
し
ま
す
の
で
、

ご
一
報
い
た
だ
き
た
い
。

▽
森
吉
山
ダ
ム
の
広
報
館
の
有
効
活
用
や

周
辺
の
開
発
に
つ
い
て
予
定
が
あ
れ
ば
、

教
え
て
ほ
し
い
。

　 

広
報
館
は
国
か
ら
無
償
で
借
受
け
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
奥
森
吉
の
玄
関

口
と
し
て
、
観
光
案
内
所
を
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
軽
食
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
休
憩
所

も
兼
ね
た
憩
い
の
場
に
し
た
い
と
思
っ
て

い
る
。
周
辺
施
設
の
整
備
を
計
画
し
て
い

る
が
、
敷
地
が
広
大
で
あ
り
予
算
の
関
係

も
あ
る
の
で
、
そ
れ
も
含
め
今
後
、
検
討

し
て
い
く
。 

▽
避
難
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
、
河
川
・
水
害
を

想
定
し
た
も
の
し
か
書
か
れ
て
い
な
い
が
、

震
災
に
つ
い
て
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
も
あ
る
の

か
。

　
現
在
、
県
で
地
震
の
被
害
想
定
に
関
す

る
調
査
を
進
め
て
お
り
、
そ
の
調
査
結
果

を
基
に
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
を
か
け

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
地
域
防
災
計

画
が
、
水
害
・
震
災
も
含
め
た
防
災
計
画

の
基
本
と
な
り
、
避
難
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
基

に
な
る
こ
と
か
ら
、
地
域
防
災
計
画
の
作

成
を
早
急
に
行
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

▽
市
道
の
管
理
に
つ
い
て
、
道
路
の
草
刈

り
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
の
は
助
か
る

が
、
刈
っ
た
草
が
側
溝
に
詰
ま
っ
て
い
る
。

側
溝
の
水
が
溢
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、

草
の
除
去
は
で
き
な
い
の
か
。

　
市
道
が
８
０
０
キ
ロ
あ
り
、
草
の
除
去

ま
で
行
え
な
い
。
水
が
溢
れ
る
な
ど
、
そ

う
い
っ
た
箇
所
に
つ
い
て
は
、
情
報
を
集

め
今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。

■
合
川
地
区
（
８
月
29
日
）

▽
災
害
時
、
避
難
所
で
は
電
気
が
消
え
ト

イ
レ
も
使
え
な
い
ご
飯
も
炊
け
な
い
状
況

に
あ
る
が
、
地
域
支
え
合
い
体
制
づ
く
り

事
業
で
１
０
０
万
円
ま
で
の
助
成
が
あ
る

中
で
、
発
電
機
と
か
ガ
ス
釜
な
ど
を
避
難

所
に
な
っ
て
い
る
自
治
会
館
に
備
え
付
け

ら
れ
る
支
援
は
で
き
る
の
か
。

　
公
共
施
設
に
関
し
て
、
発
電
機
の
設
置

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
。
地
域
支
え
合
い

体
制
づ
く
り
事
業
で
は
、
基
本
は
地
域
の

高
齢
者
を
支
え
る
事
業
へ
の
助
成
で
あ
る

が
、
地
域
で
柔
軟
に
使
う
こ
と
は
可
能
な

の
で
、
ぜ
ひ
申
請
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

▽
災
害
時
要
援
護
者
避
難
支
援
制
度
は
、

大
災
害
が
起
き
た
こ
う
い
う
と
き
に
こ
そ

体
制
づ
く
り
を
進
め
て
行
く
べ
き
。
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
を
守
り
な
が
ら
、
民
生
委
員
児

童
委
員
だ
け
で
は
な
く
、
自
治
会
と
の
連

携
も
取
り
な
が
ら
進
め
て
ほ
し
い
。

　
民
生
委
員
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
自
治

会
組
織
の
ご
協
力
が
な
け
れ
ば
ス
ム
ー
ズ

に
進
ま
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
の
で
、
お
互

い
に
必
要
な
情
報
を
共
有
し
支
援
制
度
を

充
実
し
て
い
き
た
い
。

▽
林
道
や
作
業
道
に
つ
い
て
、
引
き
続
き

地
元
負
担
の
な
い
整
備
を
。

　
市
で
は
、
定
期
的
に
各
地
域
を
見
回
り

な
が
ら
林
道
、
作
業
道
を
整
備
し
て
い
る

が
、
年
度
ご
と
の
予
算
の
関
係
も
あ
る
の

で
、
具
体
的
な
現
地
の
場
所
を
確
認
し
、

整
備
を
進
め
て
い
き
た
い
。

■
鷹
巣
地
区
（
８
月
30
日
）

▽
災
害
の
際
、
ど
の
よ
う
な
危
険
性
が
あ

る
か
な
ど
、
迅
速
か
つ
正
確
な
情
報
を
お

願
い
し
た
い
。
メ
ー
ル
配
信
も
良
い
方
法

と
は
思
う
が
、
高
齢
化
が
進
み
、
携
帯
電

話
の
操
作
も
分
か
ら
な
い
人
も
い
る
。
Ｔ

Ｖ
な
ど
、
も
っ
と
分
か
り
や
す
い
周
知
方

法
は
な
い
の
か
。

　
情
報
伝
達
に
つ
い
て
は
、
公
共
の
色
々

な
機
関
を
組
み
合
わ
せ
て
流
し
て
い
き
た

い
。
ま
た
、
自
治
会
長
、
民
生
委
員
の

方
々
な
ど
に
は
、
正
確
な
情
報
を
迅
速
に

伝
達
で
き
る
体
制
を
つ
く
り
た
い
と
考
え

て
い
る
の
で
、
地
域
の
方
々
へ
の
情
報
伝

達
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

▽
市
で
は
情
報
が
分
か
っ
た
地
点
で
、
広

報
車
が
出
る
な
ど
し
て
住
民
へ
の
情
報
提

供
を
し
た
り
、
自
治
会
長
へ
の
連
絡
を
す

る
べ
き
。
市
民
へ
の
情
報
提
供
が
不
足
し

て
い
る
。

　
17
日
の
災
害
で
は
復
旧
作
業
を
第
一
に

し
て
し
ま
い
、
広
報
活
動
に
つ
い
て
は
、

手
薄
だ
っ
た
こ
と
は
否
め
な
い
。
こ
の
教

訓
を
基
に
体
制
を
改
善
し
て
い
く
。 

▽
原
発
事
故
に
つ
い
て
、
今
後
、
台
風
な

ど
に
よ
り
こ
の
地
区
に
影
響
す
る
こ
と
は

な
い
の
か
。
食
品
な
ど
の
安
全
性
に
不
安

を
感
じ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
に
対
応
す
る

体
制
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
食
品
、
農
産
物
に
関
し
て
は
産
業
部
、

生
活
一
般
に
係
る
も
の
は
市
民
生
活
部
、

教
育
施
設
は
教
育
委
員
会
と
役
割
を
分
け

て
体
制
作
り
を
し
て
い
る
。
有
事
の
際
に

は
、
市
長
若
し
く
は
副
市
長
を
本
部
長
と

し
た
対
策
本
部
を
設
置
し
、
対
応
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

▽
放
射
能
の
線
量
計
は
市
で
所
有
し
て
い

る
の
か
。
ま
た
、
貸
出
し
は
行
う
の
か
。

　
９
月
議
会
に
購
入
の
た
め
の
予
算
を
計

上
予
定
で
す
。
貸
出
し
に
つ
い
て
は
今
後
、

検
討
し
ま
す
。

▽
失
業
者
が
増
え
、
税
収
や
市
民
の
生
活

を
考
え
る
と
、
雇
用
対
策
は
重
要
な
課
題

と
考
え
る
が
、
対
策
は
行
っ
て
い
る
の
か
。

　
現
在
の
状
況
で
新
た
に
企
業
を
誘
致
す

る
こ
と
は
、
非
常
に
困
難
で
あ
り
、
上
京

し
た
際
に
は
、
市
内
に
あ
る
企
業
の
本
社

を
訪
れ
、
雇
用
の
お
願
い
を
し
て
い
る
。

今
の
時
代
、
ほ
ん
の
少
し
の
こ
と
が
ビ
ジ

ネ
ス
に
繋
が
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
広
い

視
野
で
雇
用
対
策
に
臨
ん
で
い
き
た
い
。

　
市
で
は
、
北
秋
田
市
の
ま
ち
づ
く
り
や
行
政
課
題
な
ど
に
つ
い
て
市
民

と
語
り
合
う
移
動
行
政
懇
話
会
を
８
月
25
日
か
ら
30
日
に
か
け
て
４
地
区

で
開
催
し
、
市
の
防
災
や
周
知
事
項
な
ど
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
す
る
と
と

も
に
、
市
民
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
や
要
望
を
伺
い
ま
し
た
。
そ
の
概
要

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

市
民

行
政

◇
市
内
４
地
区
で
開
催
◇
　
移
動
行
政
懇
話
会

地
域
要
望
な
ど
で
意
見
交
換

地
域
要
望
な
ど
で
意
見
交
換

地
域
要
望
な
ど
で
意
見
交
換

広報きたあきた　２３．１０．１
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市
の
ま
ち
づ
く
り
や
行
政
課
題
な
ど
に

つ
い
て
市
民
と
語
り
合
う
移
動
行
政
懇
話

会
が
８
月
25
日
の
阿
仁
地
区
を
皮
切
り
に

始
ま
り
、
参
加
者
が
市
長
や
市
の
担
当
者

と
防
災
対
策
や
地
域
の
要
望
な
ど
に
つ
い

て
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　
懇
話
会
は
、
市
の
現
状
や
周
知
事
項
を

説
明
す
る
と
と
も
に
、
行
政
へ
の
意
見
・

要
望
を
伺
う
機
会
と
し
て
平
成
19
年
度
か

ら
開
催
し
て
い
る
も
の
で
、
４
地
区
で
市

民
約
２
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
開
会
に
あ
た
り
津
谷
市
長
は
、
東
日
本

大
震
災
に
つ
い
て
触
れ
「
こ
の
震
災
を
教

訓
と
し
て
、
県
内
で
２
番
目
の
広
い
面
積

を
持
つ
北
秋
田
市
で
は
人
々
が
点
在
し
て

お
り
、
有
事
の
際
の
安
否
確
認
や
情
報
収

集
、
伝
達
方
法
、
そ
し
て
避
難
所
等
、
防

災
計
画
の
見
直
し
を
行
い
、
日
本
一
安
全

で
安
心
な
北
秋
田
市
を
目
指
し
た
い
と
い

う
意
識
を
持
っ
て
取
り
組
む
覚
悟
を
新
た

に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
原
発
や
津
波
の

被
害
か
ら
逃
れ
て
30
世
帯
の
方
々
が
北
秋

田
市
に
も
避
難
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
が
、

被
災
地
の
一
日
も
早
い
復
興
に
向
け
て
、

で
き
る
限
り
の
支
援
を
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
皆
さ
ん
か
ら
市
の
行
政
に
対
す

る
さ
ま
ざ
ま
な
ご
意
見
や
ご
提
言
を
い
た

だ
き
な
が
ら
、
一
緒
に
住
み
よ
い
北
秋
田

市
づ
く
り
、
地
域
づ
く
り
の
た
め
の
移
動

行
政
懇
話
会
で
す
。
限
ら
れ
た
時
間
で
は

あ
り
ま
す
が
、
皆
様
と
意
見
交
換
を
十
分

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
」な
ど
と
あ
い
さ
つ
。

　
続
い
て
、
市
の
担
当
職
員
が
、
北
秋
田

市
の
防
災
に
つ
い
て
の
今
後
の
取
組
み
や

災
害
時
要
援
護
者
避
難
支
援
制
度
、
地
域

支
え
合
い
体
制
づ
く
り
事
業
、
浄
化
槽
設

置
事
業
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

　
こ
の
う
ち
、
市
の
防
災
に
つ
い
て
は
、

大
規
模
な
災
害
の
発
生
時
に
公
的
機
関
に

よ
る
支
援
、
救
出
、
援
護
が
す
ぐ
受
け
ら

れ
な
い
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
た
め
、「
自
分

た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち
で
守
る
」
と
い

う
地
域
住
民
の
連
携
に
基
づ
き
、
役
割
分

担
の
体
制
づ
く
り
や
災
害
時
要
援
護
者
、

避
難
経
路
な
ど
の
情
報
を
共
有
化
す
る
こ

と
で
一
人
で
も
多
く
の
命
を
守
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
自
主
防
災
組
織
の
立
ち
上
げ

を
推
進
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
説
明
し
ま

し
た
。

　
参
加
者
か
ら
出
さ
れ
た
主
な
質
問
・
意

見
と
そ
の
回
答
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
阿
仁
地
区
（
８
月
25
日
）

▽
市
民
病
院
の
予
約
診
療
に
つ
い
て
患
者

に
周
知
徹
底
さ
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。

　
予
約
制
を
知
ら
な
い
で
朝
か
ら
ず
っ
と

待
っ
て
い
る
人
が
い
る
と
聞
く
の
で
、
予

約
制
に
つ
い
て
の
周
知
徹
底
を
病
院
に
も

話
を
し
て
い
ま
す
。
予
約
制
度
を
や
っ
て

い
る
診
療
科
目
が
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
い

方
も
い
ま
す
の
で
病
院
の
方
に
も
徹
底
す

る
よ
う
に
話
し
て
い
き
た
い
。

▽
大
阿
仁
出
張
所
が
避
難
所
と
な
っ
て
い

る
が
、
夜
10
時
以
降
は
誰
も
い
な
い
の
に

避
難
所
の
役
目
を
果
た
す
の
か
。
出
張
所

の
職
員
退
庁
後
の
対
応
が
阿
仁
窓
口
セ
ン

タ
ー
の
対
応
と
な
っ
た
が
、
住
民
サ
ー
ビ

ス
の
低
下
で
は
。

　
各
避
難
所
と
も
有
事
の
際
は
、
カ
ギ
の

管
理
者
が
市
の
連
絡
を
も
と
に
駆
け
つ
け

開
設
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
大
阿
仁

出
張
所
は
今
ま
で
泊
り
の
体
制
で
あ
っ
た

が
、
合
理
的
な
運
営
と
し
て
理
解
し
て
い

た
だ
き
た
い
。
届
出
等
は
、
不
便
を
か
け

な
い
よ
う
に
し
た
い
。

▽
阿
仁
地
区
は
自
然
と
観
光
と
い
う
こ
と

で
振
興
が
図
ら
れ
て
い
る
が
、
北
秋
田
市

の
観
光
推
進
協
議
会
は
作
ら
れ
た
の
か
。

道
路
（
河
辺
阿
仁
線
）
の
期
成
同
盟
会
な

ど
を
継
続
的
に
進
め
て
も
ら
い
た
い
。

　
市
の
観
光
推
進
事
業
計
画
の
中
で
推
進

協
議
会
を
作
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
設

立
の
た
め
に
準
備
を
進
め
て
い
る
の
で
間

も
な
く
出
来
上
が
る
。
地
域
の
観
光
の
復

活
と
仙
北
・
北
秋
田
の
観
光
ル
ー
ト
の
設

立
の
た
め
に
も
、
時
間
は
か
か
る
が
期
成

同
盟
会
の
動
き
を
活
発
に
し
な
が
ら
要
望

活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
。

■
森
吉
地
区
（
８
月
26
日
）

▽
防
災
無
線
の
故
障
が
、
た
び
た
び
あ
る

た
め
定
期
的
な
点
検
を
。

　
年
１
回
の
点
検
を
行
っ
て
は
い
る
が
、

や
は
り
故
障
す
る
場
合
も
あ
る
。
故
障
し

た
場
合
に
は
迅
速
に
対
応
し
ま
す
の
で
、

ご
一
報
い
た
だ
き
た
い
。

▽
森
吉
山
ダ
ム
の
広
報
館
の
有
効
活
用
や

周
辺
の
開
発
に
つ
い
て
予
定
が
あ
れ
ば
、

教
え
て
ほ
し
い
。

　 

広
報
館
は
国
か
ら
無
償
で
借
受
け
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
奥
森
吉
の
玄
関

口
と
し
て
、
観
光
案
内
所
を
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
軽
食
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
休
憩
所

も
兼
ね
た
憩
い
の
場
に
し
た
い
と
思
っ
て

い
る
。
周
辺
施
設
の
整
備
を
計
画
し
て
い

る
が
、
敷
地
が
広
大
で
あ
り
予
算
の
関
係

も
あ
る
の
で
、
そ
れ
も
含
め
今
後
、
検
討

し
て
い
く
。 

▽
避
難
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
、
河
川
・
水
害
を

想
定
し
た
も
の
し
か
書
か
れ
て
い
な
い
が
、

震
災
に
つ
い
て
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
も
あ
る
の

か
。

　
現
在
、
県
で
地
震
の
被
害
想
定
に
関
す

る
調
査
を
進
め
て
お
り
、
そ
の
調
査
結
果

を
基
に
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
を
か
け

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
地
域
防
災
計

画
が
、
水
害
・
震
災
も
含
め
た
防
災
計
画

の
基
本
と
な
り
、
避
難
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
基

に
な
る
こ
と
か
ら
、
地
域
防
災
計
画
の
作

成
を
早
急
に
行
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

▽
市
道
の
管
理
に
つ
い
て
、
道
路
の
草
刈

り
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
の
は
助
か
る

が
、
刈
っ
た
草
が
側
溝
に
詰
ま
っ
て
い
る
。

側
溝
の
水
が
溢
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、

草
の
除
去
は
で
き
な
い
の
か
。

　
市
道
が
８
０
０
キ
ロ
あ
り
、
草
の
除
去

ま
で
行
え
な
い
。
水
が
溢
れ
る
な
ど
、
そ

う
い
っ
た
箇
所
に
つ
い
て
は
、
情
報
を
集

め
今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。

■
合
川
地
区
（
８
月
29
日
）

▽
災
害
時
、
避
難
所
で
は
電
気
が
消
え
ト

イ
レ
も
使
え
な
い
ご
飯
も
炊
け
な
い
状
況

に
あ
る
が
、
地
域
支
え
合
い
体
制
づ
く
り

事
業
で
１
０
０
万
円
ま
で
の
助
成
が
あ
る

中
で
、
発
電
機
と
か
ガ
ス
釜
な
ど
を
避
難

所
に
な
っ
て
い
る
自
治
会
館
に
備
え
付
け

ら
れ
る
支
援
は
で
き
る
の
か
。

　
公
共
施
設
に
関
し
て
、
発
電
機
の
設
置

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
。
地
域
支
え
合
い

体
制
づ
く
り
事
業
で
は
、
基
本
は
地
域
の

高
齢
者
を
支
え
る
事
業
へ
の
助
成
で
あ
る

が
、
地
域
で
柔
軟
に
使
う
こ
と
は
可
能
な

の
で
、
ぜ
ひ
申
請
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

▽
災
害
時
要
援
護
者
避
難
支
援
制
度
は
、

大
災
害
が
起
き
た
こ
う
い
う
と
き
に
こ
そ

体
制
づ
く
り
を
進
め
て
行
く
べ
き
。
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
を
守
り
な
が
ら
、
民
生
委
員
児

童
委
員
だ
け
で
は
な
く
、
自
治
会
と
の
連

携
も
取
り
な
が
ら
進
め
て
ほ
し
い
。

　
民
生
委
員
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
自
治

会
組
織
の
ご
協
力
が
な
け
れ
ば
ス
ム
ー
ズ

に
進
ま
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
の
で
、
お
互

い
に
必
要
な
情
報
を
共
有
し
支
援
制
度
を

充
実
し
て
い
き
た
い
。

▽
林
道
や
作
業
道
に
つ
い
て
、
引
き
続
き

地
元
負
担
の
な
い
整
備
を
。

　
市
で
は
、
定
期
的
に
各
地
域
を
見
回
り

な
が
ら
林
道
、
作
業
道
を
整
備
し
て
い
る

が
、
年
度
ご
と
の
予
算
の
関
係
も
あ
る
の

で
、
具
体
的
な
現
地
の
場
所
を
確
認
し
、

整
備
を
進
め
て
い
き
た
い
。

■
鷹
巣
地
区
（
８
月
30
日
）

▽
災
害
の
際
、
ど
の
よ
う
な
危
険
性
が
あ

る
か
な
ど
、
迅
速
か
つ
正
確
な
情
報
を
お

願
い
し
た
い
。
メ
ー
ル
配
信
も
良
い
方
法

と
は
思
う
が
、
高
齢
化
が
進
み
、
携
帯
電

話
の
操
作
も
分
か
ら
な
い
人
も
い
る
。
Ｔ

Ｖ
な
ど
、
も
っ
と
分
か
り
や
す
い
周
知
方

法
は
な
い
の
か
。

　
情
報
伝
達
に
つ
い
て
は
、
公
共
の
色
々

な
機
関
を
組
み
合
わ
せ
て
流
し
て
い
き
た

い
。
ま
た
、
自
治
会
長
、
民
生
委
員
の

方
々
な
ど
に
は
、
正
確
な
情
報
を
迅
速
に

伝
達
で
き
る
体
制
を
つ
く
り
た
い
と
考
え

て
い
る
の
で
、
地
域
の
方
々
へ
の
情
報
伝

達
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

▽
市
で
は
情
報
が
分
か
っ
た
地
点
で
、
広

報
車
が
出
る
な
ど
し
て
住
民
へ
の
情
報
提

供
を
し
た
り
、
自
治
会
長
へ
の
連
絡
を
す

る
べ
き
。
市
民
へ
の
情
報
提
供
が
不
足
し

て
い
る
。

　
17
日
の
災
害
で
は
復
旧
作
業
を
第
一
に

し
て
し
ま
い
、
広
報
活
動
に
つ
い
て
は
、

手
薄
だ
っ
た
こ
と
は
否
め
な
い
。
こ
の
教

訓
を
基
に
体
制
を
改
善
し
て
い
く
。 

▽
原
発
事
故
に
つ
い
て
、
今
後
、
台
風
な

ど
に
よ
り
こ
の
地
区
に
影
響
す
る
こ
と
は

な
い
の
か
。
食
品
な
ど
の
安
全
性
に
不
安

を
感
じ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
に
対
応
す
る

体
制
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
食
品
、
農
産
物
に
関
し
て
は
産
業
部
、

生
活
一
般
に
係
る
も
の
は
市
民
生
活
部
、

教
育
施
設
は
教
育
委
員
会
と
役
割
を
分
け

て
体
制
作
り
を
し
て
い
る
。
有
事
の
際
に

は
、
市
長
若
し
く
は
副
市
長
を
本
部
長
と

し
た
対
策
本
部
を
設
置
し
、
対
応
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

▽
放
射
能
の
線
量
計
は
市
で
所
有
し
て
い

る
の
か
。
ま
た
、
貸
出
し
は
行
う
の
か
。

　
９
月
議
会
に
購
入
の
た
め
の
予
算
を
計

上
予
定
で
す
。
貸
出
し
に
つ
い
て
は
今
後
、

検
討
し
ま
す
。

▽
失
業
者
が
増
え
、
税
収
や
市
民
の
生
活

を
考
え
る
と
、
雇
用
対
策
は
重
要
な
課
題

と
考
え
る
が
、
対
策
は
行
っ
て
い
る
の
か
。

　
現
在
の
状
況
で
新
た
に
企
業
を
誘
致
す

る
こ
と
は
、
非
常
に
困
難
で
あ
り
、
上
京

し
た
際
に
は
、
市
内
に
あ
る
企
業
の
本
社

を
訪
れ
、
雇
用
の
お
願
い
を
し
て
い
る
。

今
の
時
代
、
ほ
ん
の
少
し
の
こ
と
が
ビ
ジ

ネ
ス
に
繋
が
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
広
い

視
野
で
雇
用
対
策
に
臨
ん
で
い
き
た
い
。

移動行政懇話会

▲４地区で開催された移動行政懇話会（合川地区会場）

広報きたあきた　２３．１０．１
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県
立
秋
田
北
鷹
高
等
学
校
（
佐
藤
英
樹

校
長
、生
徒
数
7
9
3
人
）の
開
校
式
が
９

月
２
日
、
同
校
第
1
ア
リ
ー
ナ
で
開
か
れ
、

生
徒
や
教
職
員
、
学
校
関
係
者
な
ど
約
１

０
０
０
人
が
参
加
し
開
校
を
祝
い
ま
し
た
。

　
同
校
は
、
秋
田
県
第
５
次
高
校
整
備
総

合
計
画
の
も
と
、
市
内
の
県
立
高
校
３
校

（
鷹
巣
、
鷹
巣
農
林
、
米
内
沢
）
と
市
立

高
校
１
校
（
合
川
）
の
４
校
が
統
合
し
て

平
成
23
年
４
月
に
誕
生
し
ま
し
た
。
学
科

は
普
通
科
５
学
級
、
農
業
科
２
学
級
か
ら

編
成
さ
れ
、
県
北
地
域
で
は
最
大
規
模
の

高
校
と
な
り
ま
し
た
。

　
本
来
で
あ
れ
ば
、
４
月
８
日
に
同
校
の

開
校
式
と
入
学
式
を
行
う
予
定
で
し
た
が
、

前
日
の
宮
城
県
沖
で
発
生
し
た
地
震
で
、

東
北
各
地
で
は
広
く
停
電
等
の
被
害
が
発

生
し
、
入
学
式
は
予
定
よ
り
１
週
間
遅
れ

の
４
月
15
日
に
行
わ
れ
、
開
校
式
に
つ
い

て
は
延
期
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
秋
田
県
教
育
委
員
会
の
米

田
進
教
育
長
が
「
本
校
は
北
秋
田
市
に
設

置
さ
れ
る
唯
一
の
高
等
学
校
と
し
て
21
世

紀
の
県
北
に
活
力
を
与
え
る
べ
く
、
幅
広

い
生
徒
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
多
様
な

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
設
定
し
て
い
ま
す
。
生

徒
の
皆
さ
ん
は
恵
ま
れ
た
教
育
施
設
を
十

分
に
活
用
し
、
全
国
に
名
を
と
ど
ろ
か
せ

る
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。
秋
田
北
鷹
高
等

学
校
が
ふ
る
さ
と
を
支
え
、
世
界
に
羽
ば

た
く
人
材
を
育
て
る
学
校
と
し
て
充
実
発

展
す
る
こ
と
を
お
祈
り
し
ま
す
」
な
ど
と

式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
佐
竹
敬
久
秋
田
県
知
事
、
津

谷
市
長
が
挨
拶
し
、
そ
の
う
ち
津
谷
市
長

は
「
秋
田
北
鷹
高
校
が
県
北
地
域
を
代
表

す
る
核
た
る
高
校
と
し
て
、
北
秋
田
地
域

発
展
の
起
爆
剤
と
な
る
こ
と
を
切
に
期
待

し
て
い
ま
す
」
な
ど
と
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
校
長
挨
拶
と
生
徒
会
長
の
誓
い
の
こ
と

ば
の
あ
と
、
校
名
・
校
章
・
校
歌
の
作
成

者
が
紹
介
さ
れ
、
参
加
者
全
員
で
校
歌
を

斉
唱
し
開
校
を
祝
い
ま
し
た
。

県立秋田北鷹高等学校開校式／写真部3年吉原百合香さん最優秀賞

▲生徒や教職員、学校関係者約1000人が参加
し開校を祝う

県
立
秋
田
北
鷹
高
等
学
校
開
校
式

県
北
地
区
の
核
と
な
る
高
校
を
目
指
し
て

　
第
35
回
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
写

真
部
門
で
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
県
立
秋

田
北
鷹
高
等
学
校
３
年
の
吉
原
百
合
香
さ

ん
が
８
月
24
日
、
市
役
所
を
訪
れ
、
津
谷

市
長
に
受
賞
を
報
告
し
ま
し
た
。

　
吉
原
さ
ん
の
作
品
は
、
８
月
３
日
か
ら

7
日
に
福
島
県
会
津
若
松
市
の
福
島
県
立

博
物
館
を
会
場
に
開
催
さ
れ
た
、
第
35
回

全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
写
真
部
門
に

お
い
て
、
全
国
か
ら
出
品
さ
れ
た
３
０
８

点
の
中
か
ら
最
優
秀
賞
（
３
点
）
に
見
事

選
ば
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
最
優
秀
賞
の
中

か
ら
１
点
が
選
ば
れ
る
文
部
科
学
大
臣
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
受
賞
作
品
は
、
モ
ノ
ク
ロ
で
「
現
代
社

会
と
農
業
」
の
関
係
を
生
徒
の
視
点
で
表

現
し
、
農
業
を
学
ぶ
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
を
モ

デ
ル
に
撮
影
し
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
日
、
佐
藤
校
長
、
小
野
博
美
部
長
、

吉
原
さ
ん
の
３
人
が
来
庁
し
受
賞
を
報
告
。

津
谷
市
長
は
「
北
鷹
高
校
の
あ
る
地
元
の

市
長
と
し
て
非
常
に
誇
ら
し
い
。
北
鷹
高

校
が
今
年
か
ら
開
校
し
、
初
年
度
で
こ
の

よ
う
な
快
挙
で
大
変
う
れ
し
い
し
、
他
の

生
徒
に
も
励
み
に
な
る
と
思
い
ま
す
の
で

こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
」
な

ど
と
お
祝
い
の
こ
と
ば
を
述
べ
ま
し
た
。

　
吉
原
さ
ん
は
、「
こ
れ
を
期
に
写
真
に
対

し
て
よ
り
深
く
興
味
を
持
つ
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
部
活
の
後
輩
に
写

真
技
術
を
伝
え
、
自
分
を
越
え
る
技
術
を

身
に
つ
け
将
来
全
国
大
会
で
自
分
と
同
じ

賞
を
取
れ
る
よ
う
指
導
し
た
い
。
自
分
自

身
も
日
々
写
真
を
撮
り
続
け
、
努
力
し
実

力
を
磨
き
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　
秋
田
北
鷹
高
校
の
写
真
部
は
、
前
身
で

あ
る
鷹
巣
農
林
高
等
学
校
の
美
術
部
写
真

班
が
部
に
昇
格
し
た
昭
和
36
年
に
始
ま
り
、

今
年
で
50
年
目
を
迎
え
ま
す
。
秋
田
県
内

で
は
唯
一
モ
ノ
ク
ロ
写
真
1
0
0
％
で
活

動
し
て
い
ま
す
。
平
成
14
年
度
の
全
国
大

会
で
最
優
秀
賞
、
平
成
18
年
度
に
優
秀
賞

を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

▲津谷市長に最優秀賞と文部科学大臣賞の受
賞を報告する吉原さん

秋
田
北
鷹
高
校
写
真
部
３
年
吉
原
百
合
香
さ
ん

最
優
秀
賞
・
文
部
科
学
大
臣
賞
を
受
賞

広報きたあきた　２３．１０．１



9

津谷市長定例記者会見／市長ダイアリー

　
津
谷
市
長
の
定
例
記
者
会
見
が
９
月
１

日
、
市
役
所
で
開
か
れ
、
市
議
会
９
月
定

例
会
の
概
要
や
台
湾
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
の

報
告
、
8
月
17
日
に
発
生
し
た
豪
雨
災
害

の
被
害
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

　
市
長
は
、
台
湾
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
に
つ

い
て
「
台
湾
か
ら
の
観
光
客
誘
致
と
大
館

能
代
空
港
へ
の
チ
ャ
ー
タ
ー
便
の
復
活
を

目
指
し
て
、
秋
田
県
、
山
形
県
両
知
事
と

と
も
に
台
湾
を
訪
問
し
ま
し
た
。
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
モ
ー
ル
や
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

を
展
開
し
て
い
る
『
微
風
広
場
』
と
『
シ

テ
ィ
ス
ー
パ
ー
』
へ
の
訪
問
で
は
、
秋
田

県
産
物
の
安
全
性
を
説
明
す
る
と
と
も
に

北
秋
田
市
産
の
生
産
物
の
販
路
拡
大
の
可

能
性
を
探
り
な
が
ら
北
秋
田
市
を
Ｐ
Ｒ
し

ま
し
た
。
ま
た
、『
復
興
航
空
』
を
は
じ
め
、

『
中
華
航
空
』
と
『
エ
バ
ー
航
空
』、
台
湾

交
通
部
観
光
局
へ
の
訪
問
で
は
、
チ
ャ
ー

タ
ー
便
の
復
活
と
北
秋
田
市
の
魅
力
を
積

極
的
に
売
り
込
み
、『
秋
田
と
山
形
を
う
ま

く
結
び
つ
け
る
観
光
ル
ー
ト
を
検
討
し
た

い
』
と
い
う
言
葉
を
い
た
だ
き
、
今
後
に

向
け
た
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。
台
北
市

内
の
航
空
会
社
や
旅
行
会
社
、
観
光
業
界

の
関
係
者
約
１
０
０
名
を
一
同
に
集
め
た

『
秋
田
県
・
山
形
県
観
光
情
報
交
流
会
』

に
出
席
し
、
北
秋
田
市
観
光
情
報
の
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
北
秋
田
市
に

つ
い
て
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
今
回
一
緒
に
訪
問
し
た
山
形
県
も
同

じ
雪
国
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
よ
り
北
秋
田

市
ら
し
さ
を
前
面
に
押
し
出
す
必
要
が
あ

る
と
感
じ
る
と
と
も
に
、
台
湾
の
方
々
が

秋
田
県
、
そ
し
て
北
秋
田
市
の
イ
メ
ー
ジ

を
ど
う
抱
い
て
い
る
か
を
知
る
こ
と
が
で

き
、
今
後
の
観
光
客
の
誘
致
に
非
常
に
参

考
に
な
っ
た
訪
問
で
し
た
。 

今
後
は
県
と

の
連
携
を
密
に
し
な
が
ら
、
台
湾
か
ら
の

観
光
客
誘
致
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
」
と
報
告
し
、
今
後
の
取
り
組
み

に
意
欲
を
示
し
ま
し
た
。

▲台湾トップセールスについて報告する津谷
市長

津
谷
市
長
定
例
記
者
会
見

台
湾
か
ら
の
観
光
客
誘
致
へ

◇
8
月
16
日
〜
9
月
15
日

市
長
ダ
イ
ア
リ
ー

８
月
16
日（
火
）▽
三
鷹「
東
日
本
応
援
シ
ョ
ッ
プ
」視
察（
東
京
都
）

17
日（
水
）▽
台
湾
訪
問
に
よ
る
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
活
動（
〜
19
日
ま
で
）

21
日（
日
）▽
第
６
回
北
秋
田
市
民
俗
芸
能
大
会（
文
化
会
館
）

22
日（
月
）▽
主
幹
級
職
員
と
の
意
見
交
換
会（
本
庁
舎
）

23
日（
火
）▽
平
成
23
年
度
北
秋
田
市
戦
没
者
追
悼
式（
文
化
会
館
）▽
第
45
回
財
団
法

人
秋
田
県
遺
族
連
合
会
北
秋
田
郡
市
地
方
大
会（
文
化
会
館
）

24
日（
水
）▽
秋
田
北
鷹
高
校
全
国
高
等
学
校
文
化
連
盟
写
真
の
部
文
部
科
学
大
臣
表

彰
受
賞
報
告（
本
庁
舎
）▽
秋
田
内
陸
縦
貫
鉄
道
株
式
会
社
臨
時
取
締
役
会

（
阿
仁
庁
舎
）

25
日（
木
）▽
阿
仁
地
区
移
動
行
政
懇
話
会（
阿
仁
ふ
る
さ
と
文
化
セ
ン
タ
ー
）

26
日（
金
）▽
森
吉
地
区
移
動
行
政
懇
話
会（
森
吉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

29
日（
月
）▽
合
川
地
区
移
動
行
政
懇
話
会（
合
川
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
）

30
日（
火
）▽
鷹
巣
地
区
移
動
行
政
懇
話
会（
中
央
公
民
館
）

31
日（
水
）▽
坊
沢
地
区
自
治
会「
市
長
と
語
る
会
」（
坊
沢
公
民
館
）

９
月
1
日（
木
）▽
定
例
記
者
会
見（
本
庁
舎
）

２
日（
金
）▽
秋
田
県
立
秋
田
北
鷹
高
等
学
校
開
校
式（
同
校
）▽
北
秋
田
市
土
地
改
良

区
合
併
推
進
協
議
会
講
演
会（
交
流
セ
ン
タ
ー
）

３
日（
土
）▽
北
秋
田
市
自
治
会
長
会
連
絡
協
議
会
役
員
研
修
会（
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
あ
い
か
わ
）

４
日（
日
）▽
平
成
23
年
度
奥
羽
日
本
訓
練
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
決
定
競
技
会（
北
欧
の
杜

公
園
）▽
第
18
回
Ｊ
Ａ
ま
つ
り
及
び
Ｊ
Ａ
鷹
巣
町
農
業
者
大
会（
鷹
巣
体
育
館
）

５
日（
月
）▽
綴
子
小
学
校
全
国
小
学
校
陸
上
競
技
交
流
大
会
出
場
報
告（
本
庁
舎
）

６
日（
火
）▽
平
成
23
年
北
秋
田
市
議
会
９
月
定
例
会
本
会
議（
議
事
堂
）

７
日（
水
）▽
平
成
23
年
度
北
秋
田
市
合
川
地
区
敬
老
式（
合
川
体
育
館
）

８
日（
木
）▽
平
成
23
年
北
秋
田
市
議
会
９
月
定
例
会
本
会
議（
議
事
堂
）

９
日（
金
）▽
平
成
23
年
北
秋
田
市
議
会
９
月
定
例
会
本
会
議（
議
事
堂
）

10
日（
土
）▽
２
０
１
１
年
第
４
回
軽
ト
ラ
市（
鷹
巣
駅
前
通
り
商
店
街
）▽
鷹
巣
駅
前

通
り
商
店
街
シ
ャ
ッ
タ
ー
ペ
イ
ン
ト
除
幕
式（
鷹
巣
駅
前
通
り
商
店
街
）

13
日（
火
）▽
平
成
23
年
度
北
秋
田
市
森
吉
地
区
敬
老
式（
森
吉
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
）

15
日（
木
）▽
平
成
23
年
度
北
秋
田
市
阿
仁
地
区
敬
老
式（
阿
仁
体
育
館
）

広報きたあきた　２３．１０．１
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▲浜辺の歌音楽館で美しいハーモニーを披
露する西六郷少年少女合唱団

美しいハーモニーで来場者を魅了 ●西六郷少年少女合唱団演奏会

　
西
六
郷
少
年
少
女
合
唱
団
演
奏
会
が
８
月

21
日
、
浜
辺
の
歌
音
楽
館
で
行
わ
れ
、
美
し

い
ハ
ー
モ
ニ
ー
で
来
場
者
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　
西
六
郷
少
年
少
女
合
唱
団
は
鎌
田
典
三
郎

氏
（
故
人
・
秋
田
県
出
身
）
が
西
六
郷
小
学

校
（
東
京
都
大
田
区
）
で
子
供
た
ち
の
校
外

学
習
と
し
て
始
め
ら
れ
、
た
ち
ま
ち
日
本
の

少
年
少
女
合
唱
団
の
頂
点
に
立
ち
、
全
国
で

も
少
年
少
女
合
唱
団
の
目
標
と
な
る
指
折
り

の
合
唱
団
で
す
。

　
会
場
に
は
約
90
人
が
来
場
。
地
元
「
浜
辺

の
歌
音
楽
館
少
年
少
女
合
唱
団
」
と
の
合
同

演
奏
や
鎌
田
典
三
郎
氏
が
津
波
の
犠
牲
に

な
っ
た
合
川
南
小
学
校
13
人
の
児
童
に
捧
げ

る
た
め
に
作
詞
し
た
「
13
の
み
た
ま
に
捧
げ

る
小
さ
な
レ
ク
イ
エ
ム
」
な
ど
を
合
唱
し
、

会
場
か
ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

▲遺族ら約 240 人が参列し戦没者を慰霊し
た北秋田市戦没者追悼式

戦没者の冥福と平和への誓い ●北秋田市戦没者追悼式

　
北
秋
田
市
戦
没
者
追
悼
式
が
８
月
23
日
、

市
文
化
会
館
で
行
わ
れ
、
参
列
し
た
遺
族
ら

が
黙
と
う
と
献
花
な
ど
で
戦
没
者
の
冥
福
を

祈
る
と
と
も
に
、
平
和
へ
の
誓
い
を
新
た
に

し
ま
し
た
。

　
北
秋
田
市
の
戦
没
者
は
約
１
７
０
０
名
で
、

こ
の
日
は
遺
族
ら
約
２
４
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
津
谷
市
長
が
「
再
び
戦
争
の
悲

劇
が
繰
り
返
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
決
意

を
新
た
に
し
、
世
界
の
恒
久
平
和
と
人
々
の

幸
福
を
願
い
つ
つ
、
北
秋
田
市
の
な
お
一
層

の
発
展
の
た
め
、
今
後
も
努
力
す
る
こ
と
を

誓
い
ま
す
」
な
ど
と
式
辞
を
述
べ
、
来
賓
や

高
橋
久
雄
市
遺
族
連
合
会
長
が
追
悼
の
言
葉

を
述
べ
た
あ
と
、
参
加
者
は
ス
テ
ー
ジ
中
央

の
祭
壇
や
ホ
ー
ル
内
の
献
花
台
に
献
花
し
、

戦
没
者
の
冥
福
を
祈
り
ま
し
た
。

▲昭和の名車約 100 台が展示された第３回
ノスタルジックカーフェスタ

希少な昭和車の展示 ●第３回ノスタルジックカーフェスタin北欧の杜

　
鷹
巣
阿
仁
青
年
会
議
所
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク

カ
ー
実
行
委
員
会
主
催
の
第
３
回
ノ
ス
タ
ル

ジ
ッ
ク
カ
ー
フ
ェ
ス
タ
in
北
欧
の
杜
（
堀
内

秀
悦
委
員
長
）
が
８
月
28
日
、
県
立
北
欧
の

杜
公
園
駐
車
場
で
開
か
れ
、
多
く
の
家
族
連

れ
や
名
車
フ
ァ
ン
な
ど
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
同
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
北
東
北
を
中
心
に
全

国
か
ら
集
ま
っ
た
、
昭
和
の
名
車
約
１
０
０

台
が
展
示
さ
れ
、
今
と
な
っ
て
は
希
少
な
車

の
展
示
に
、
車
の
オ
ー
ナ
ー
と
会
話
で
盛
り

上
が
る
人
や
、
写
真
撮
影
を
す
る
人
な
ど
の

姿
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
会
場
内
で
は
、
馬
肉
料
理
な
ど
北

秋
田
の
食
を
提
供
す
る
お
も
て
な
し
ブ
ー
ス

が
設
け
ら
れ
た
ほ
か
、
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は

バ
ン
ド
演
奏
が
披
露
さ
れ
、
イ
ベ
ン
ト
を
一

層
盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。
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▲市内外から参加して行われた第１回北秋
田市縄文水泳競技大会

北秋田市で初となる水泳大会 ●第１回北秋田市縄文水泳競技大会

　
第
１
回
北
秋
田
市
縄
文
水
泳
競
技
大
会
が

９
月
４
日
、
北
秋
田
市
民
プ
ー
ル
で
行
わ
れ
、

小
学
生
か
ら
大
人
ま
で
15
種
目
、
延
べ
１
５

７
選
手
が
出
場
し
タ
イ
ム
を
競
い
ま
し
た
。

　
こ
の
水
泳
大
会
は
、
北
秋
田
市
水
泳
協
会

（
松
岡
宗
夫
会
長
）
が
主
催
。
水
泳
競
技
の

普
及
と
水
泳
に
親
し
む
底
辺
の
拡
大
を
目
的

と
し
て
開
催
さ
れ
、
大
会
の
名
称
に
入
っ
て

い
る
「
縄
文
」
は
、
伊
勢
堂
岱
遺
跡
が
世
界

遺
産
登
録
の
推
進
が
図
ら
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
そ
の
Ｐ
Ｒ
も
兼
ね
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
競
技
は
自
由
形
や
背
泳
ぎ
、
平
泳
ぎ
、
バ

タ
フ
ラ
イ
、
個
人
メ
ド
レ
ー
な
ど
が
行
わ
れ
、

市
内
外
か
ら
参
加
し
た
選
手
が
勝
敗
を
競
い

合
う
と
と
も
に
、
自
己
ベ
ス
ト
を
目
指
し
た

力
一
杯
の
泳
ぎ
に
大
勢
の
観
客
が
、
大
き
な

声
援
と
拍
手
を
送
り
ま
し
た
。

▲空き店舗のシャッターを利用して北秋田
市をイメージした絵が描かれる

街角に彩りを ●鷹巣駅前通りシャッターペイント事業

　
鷹
巣
駅
前
通
り
シ
ャ
ッ
タ
ー
ペ
イ
ン
ト
事

業
の
除
幕
式
が
９
月
10
日
、
鷹
巣
駅
前
商
店

街
で
行
わ
れ
、
彩
り
豊
か
に
描
か
れ
た

シ
ャ
ッ
タ
ー
の
絵
が
買
い
物
客
や
通
行
人
の

目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
事
業
は
、
歩
い
て
楽
し
い
商
店
街
づ

く
り
の
た
め
、
空
き
店
舗
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
に

雰
囲
気
を
明
る
く
す
る
ペ
イ
ン
ト
を
し
よ
う

と
実
行
委
員
会
の
主
催
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
原
図
は
、
秋
田
北
鷹
高
校
生
か
ら
募
集
し
、

４
枚
の
絵
が
完
成
。
こ
の
日
、
２
０
１
１
年

第
４
回
軽
ト
ラ
ッ
ク
市
が
鷹
巣
駅
前
商
店
街

で
開
催
さ
れ
る
の
に
合
わ
せ
て
除
幕
式
が
行

わ
れ
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
同
商
店
街
に
は
ア
ニ
ア
イ

ザ
ー
制
作
委
員
会
と
鷹
巣
中
学
校
美
術
部
も

シ
ャ
ッ
タ
ー
ア
ー
ト
の
制
作
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▲秋田北鷹高校生と秋田大学生が秋田内陸
線の車内で意見交換

若い視点で語る秋田内陸線の未来 ●秋田内陸線トレイン・ミーティング

　
第
１
回
秋
田
内
陸
線
ト
レ
イ
ン
・
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
が
９
月
10
日
、
内
陸
線
車
内
と
市
役
所
阿

仁
庁
舎
で
行
わ
れ
、
内
陸
線
に
対
す
る
意
見
や

ア
イ
デ
ア
を
交
換
し
ま
し
た
。

　
北
秋
田
地
域
の
活
性
化
に
取
り
組
む
秋
田
大

学
北
秋
田
分
校
（
濱
田
純
分
校
長
）
が
、
内
陸

線
の
振
興
と
活
性
化
策
に
つ
い
て
、
実
際
に
利

用
し
て
い
る
秋
田
北
鷹
高
校
生
と
地
元
出
身
の

大
学
生
を
交
え
、
お
互
い
が
意
見
を
出
し
合
い

な
が
ら
、
新
た
な
切
り
口
を
探
そ
う
と
開
催
。

学
生
・
生
徒
13
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
意
見
交
換
で
は
、「
北
鷹
高
校
の
生
物
資
源
科

が
栽
培
し
た
野
菜
や
果
物
を
直
売
す
れ
ば
よ
い

の
で
は
」「
車
内
放
送
を
高
校
生
が
行
え
ば
ど
う

か
」「
全
国
で
活
躍
し
て
い
る
部
活
を
車
内
で
宣

伝
す
る
」
な
ど
と
い
っ
た
柔
軟
な
ア
イ
デ
ア
や

具
体
的
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

広報きたあきた　２３．１０．１



◎問い合わせ　総務課危機管理班　☎６２－１１１１

※　現在、このようなサービスはＮＴＴドコモのみ提供していますが、
　今後、他の携帯会社から同様のサービスが提供された場合には、順
　次配信に向けた整備を行う予定です。

①緊急速報「エリアメール」
　設定 ②受信設定を選択

緊急速報「ｴｱﾒｰﾙ」
設定

１.受信設定

受信設定

２.ブザー鳴動設定

３.ﾏﾅｰ/公共ﾓｰﾄﾞ時
　設定

４.着信音設定

５.その他

③注意事項を確認のうえ、
　「利用する」を選択

「メール　　」

　　　「緊急速報
「エリアメール」設定」

ご注意
（必ずお読み下さい）
ｴﾘｱﾒｰﾙはﾄﾞｺﾓが提供
する電気通信ｻｰﾋﾞｽの

利用する

利用しない

あります。
ﾒｰﾙ機能を利用しま
すか？

12

■対応機種や受信設定についてのお問い合わせ先
〈ドコモ　インフォメーションセンター〉
【受付時間　午前９時００分～午後８時００分（年中無休）】
 一般電話などから　　　０１２０－８００－０００
 ドコモの携帯電話から　１５１（局番なし）　

■配信内容等に関するお問い合わせ先
〈北秋田市役所 総務課 危機管理班〉０１８６－６２－１１１１

Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
無
料
サ
ー
ビ
ス

　
市
で
は
、「
緊
急
地
震
速
報
」
の
伝
達
に
利
用
さ

れ
る
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
の
携
帯
サ
ー
ビ
ス
「
エ
リ
ア

メ
ー
ル
」
を
活
用
し
、Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
の
携
帯
電
話

を
利
用
し
て
い
る
皆
さ
ん
へ
11
月
上
旬
か
ら
災
害
情

報
を
配
信
し
ま
す
。

　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
の
携
帯
電
話
を
所
有
す
る
人
へ
の

新
た
な
費
用
負
担
や
、
事
前
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
登

録
を
す
る
こ
と
な
く
受
信
で
き
ま
す
。

■
配
信
範
囲

　
北
秋
田
市
内
（
市
外
で
は
受
信
で
き
ま
せ
ん
）

■
配
信
情
報

　
緊
急
性
の
高
い
災
害
情
報
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
・
土
砂
災
害
警
戒
情
報

　
・
避
難
に
関
す
る
情
報
　
な
ど

■
対
応
機
種

　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
の
携
帯
電
話
で
２
０
０
７
秋
冬

　
モ
デ
ル
以
降
（
一
部
機
種
を
除
く
）

※
機
種
毎
の
対
応
可
否
に
つ
い
て
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ

　
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
ご
確
認
下
さ
い
。

※画面はイメージです。機種によって異なりますので、取扱説明書でご確認ください。

■エリアメール設定方法

広報きたあきた　２３．１０．１
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平
成
23
年
度
の
北
秋
田
市
敬
老
式
が
９
月
７

日
の
合
川
地
区
を
皮
切
り
に
、
市
内
各
地
域
や

施
設
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
敬
老
式
の
対

象
者
と
な
っ
た
75
歳
以
上
の
方
は
、
市
全
体
で

８
１
２
４
人
（
男
２
９
１
５
人
、女
５
２
０
９
人
）

で
す
。
各
地
区
の
式
典
で
は
、
新
た
に
敬
老
を

迎
え
ら
れ
た
方
、
白
寿
・
米
寿
を
迎
え
ら
れ
た

方
に
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
合

川
地
区
の
式
典
の
様
子
を
紹
介
し
ま
す
。

　
合
川
地
区
の
敬
老
式
で
は
、
津
谷
市
長
が
「
今

日
の
北
秋
田
市
が
あ
る
の
も
、
激
動
の
時
代
を

超
え
て
、
地
域
の
振
興
の
た
め
に
ご
尽
力
い
た

だ
い
た
皆
様
の
ご
労
苦
と
ご
努
力
の
お
か
げ
で

あ
り
、
心
よ
り
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

今
日
は
、
同
じ
合
川
地
区
で
過
ご
し
て
き
た
仲

間
同
士
、
大
い
に
思
い
出
や
お
互
い
に
近
況
を

語
り
合
い
な
が
ら
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て

い
た
だ
き
た
い
。
皆
さ
ん
が
築
き
上
げ
て
き
た

地
域
の
暖
か
な
繋
が
り
を
基
に
、
活
気
と
ぬ
く

も
り
の
あ
る
交
流
都
市
を
目
指
し
て
い
き
ま
す

の
で
、
皆
さ
ん
の
豊
か
な
経
験
と
知
識
で
今
後

と
も
一
層
の
お
力
添
え
を
お
願
い
し
ま
す
。
皆

さ
ん
が
い
つ
ま
で
も
ご
壮
健
で
あ
り
ま
す
こ
と

を
ご
祈
念
い
た
し
ま
す
」
な
ど
と
あ
い
さ
つ
を

述
べ
ま
し
た
。

　
合
川
西
小
学
校
５
年
の
桜
田
彦
星
（
げ
ん
せ

い
）
さ
ん
が
、「
お
じ
い
さ
ん
、
お
ば
あ
さ
ん
、

い
つ
も
地
域
や
学
校
、
家
族
の
た
め
に
一
生
懸

命
が
ん
ば
っ
て
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
僕
に
も
お
じ
い
さ
ん
と
お
ば
あ
さ
ん

が
い
ま
す
。
２
人
は
畑
づ
く
り
の
名
人
で
す
。

僕
は
小
学
校
に
な
っ
て
一
日
も
休
ん
だ
こ
と
は

な
く
、
２
人
の
作
る
お
い
し
い
野
菜
の
お
か
げ

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て

畑
の
手
伝
い
を
し
て
い
き
た
い
で
す
。
お
じ
い

さ
ん
、
お
ば
あ
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
お
体
に
気

を
つ
け
て
、
お
元
気
で
長
生
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。
そ
し
て
ず
っ
と
見
守
っ
て
く
だ
さ
い
」
な

ど
と
、
敬
老
作
文
を
朗
読
し
ま
し
た
。

　
新
敬
老
者
を
代
表
し
て
御
所
野
由
美
さ
ん
（
鎌

沢
）
が
、「
私
は
昭
和
25
年
に
中
学
を
卒
業
し
、

地
元
の
合
川
営
林
署
に
勤
務
し
ま
し
た
が
、
生

活
が
苦
し
く
東
京
へ
上
京
し
ま
し
た
。
そ
こ
で

生
活
の
基
盤
が
つ
く
ら
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
故

郷
が
ど
う
し
て
も
忘
れ
ら
れ
ず
、
11
年
前
に
帰

っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
地
域
の
活
性
化

の
た
め
、
皆
さ
ん
と
老
人
パ
ワ
ー
を
発
揮
し
て

頑
張
っ
て
い
け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
」
な
ど

と
あ
い
さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。

　
式
典
終
了
後
は
祝
宴
が
開
か
れ
、
参
加
さ
れ

た
皆
さ
ん
は
互
い
の
近
況
な
ど
を
語
り
あ
い
ま

し
た
。
ま
た
、
合
川
保
育
園
の
園
児
や
合
川
婦

人
会
の
皆
さ
ん
が
、
ス
テ
ー
ジ
で
踊
り
な
ど
、

た
く
さ
ん
の
余
興
を
披
露
し
て
長
寿
を
祝
う
と

と
も
に
祝
宴
を
盛
り
上
げ
、
参
加
者
は
楽
し
い

一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

健康でいつまでもお元気で健康でいつまでもお元気で健康でいつまでもお元気で
敬　老敬　老敬　老祝

今
年
の
対
象
者
は
８
１
２
４
人

「
活
気
と
ぬ
く
も
り
あ
る
交
流
都
市
を
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〜
津
谷
市
長
〜

「
元
気
に
長
生
き
を
し
て
く
だ
さ
い
」

　
　
　
　
〜
合
川
西
小
　
桜
田
彦
星
さ
ん
〜

「
地
域
の
活
性
化
の
た
め
老
人
パ
ワ
ー
を
」

　
　
〜
新
敬
老
者
代
表
　
御
所
野
由
美
さ
ん
〜

森吉地区（9月13日　森吉総合スポーツセンター）

鷹巣地区（９月17日　中央公民館）阿仁地区（９月15日　阿仁体育館）

合川地区（９月７日　合川体育館）

広報きたあきた　２３．１０．１

北秋田市敬老式
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発
明
工
夫
展
は
、
児
童
生
徒
の
科
学
や
造
型
技

術
に
対
す
る
関
心
を
高
め
、
創
意
と
工
夫
の
芽
を

育
て
る
た
め
、
市
内
各
小
中
学
校
の
児
童
・
生
徒

を
対
象
に
夏
休
み
に
製
作
し
た
ア
イ
デ
ア
作
品
、

便
利
な
作
品
を
募
集
し
開
催
し
て
い
る
も
の
で
す
。

今
回
、
過
去
最
多
の
82
点
の
応
募
が
あ
り
、
29
人

が
入
賞
し
ま
し
た
。

　
表
彰
式
で
工
藤
正
則
教
育
次
長
は
「
今
回
７
回

目
と
な
る
こ
の
発
明
工
夫
展
は
旧
鷹
巣
町
か
ら
通

算
す
る
と
31
回
目
。
新
し
い
方
法
、
ア
イ
デ
ア
は

暮
ら
し
を
豊
か
に
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ら
を

発
見
す
る
こ
と
に
楽
し
さ
、
喜
び
を
感
じ
て
ほ
し

い
。
発
明
工
夫
に
は
、
普
段
か
ら
観
察
す
る
こ
と
、

色
々
と
体
験
し
て
み
る
こ
と
、
体
験
者
か
ら
話
を

聞
く
こ
と
が
大
事
。
そ
し
て
、
ほ
ん
の
少
し
の
発

見
が
発
明
に
つ
な
が
る
。
ま
た
来
年
も
皆
さ
ん
と

会
え
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
」
な
ど
と
あ

い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
表
彰
式
で
は
市
長
賞
、
教
育
委
員
長
賞
、
議
長
賞
、

教
育
長
賞
、
審
査
委
員
長
賞
、
金
賞
、
銀
賞
の
入
賞

者
一
人
一
人
に
表
彰
状
と
記
念
品
が
手
わ
た
さ
れ
ま

し
た
。

　
最
後
に
、
寺
田
博
明
審
査
委
員
長
（
合
川
南
小
学

校
長
）は
「
審
査
員
５
人
が
、
実
際
に
手
に
触
れ
て
動

か
し
て
み
た
り
、
音
を
確
か
め
た
り
な
ど
し
な
が
ら

審
査
し
ま
し
た
。
審
査
に
は
、
ア
イ
デ
ィ
ア
や
工
夫

が
見
ら
れ
る
か
、
子
ど
も
ら
し
い
発
想
や
想
い
が
感

じ
ら
れ
る
か
を
重
視
し
て
行
い
ま
し
た
。
東
日
本
大

震
災
が
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
地
球
に
優
し
い
エ
コ

を
考
え
た
作
品
や
生
活
に
役
立
つ
よ
う
に
工
夫
さ
れ

た
作
品
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
毎

日
の
暮
ら
し
の
中
で
工
夫
で
き
る
材
料
や
ネ
タ
を
探

し
、『
も
う
一
工
夫
』『
も
っ
と
便
利
に
』
を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
、
来
年
も
多
く
の
作
品
が
出
品
さ
れ
る
こ
と
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
」
な
ど
と
講
評
し
ま
し
た
。

●
地
球
に
優
し
い
エ
コ
を
考
え
た
作
品
が
多
数

●
「
発
見
に
楽
し
さ
と
喜
び
を
感
じ
て
ほ
し
い
」

　
第
７
回
北
秋
田
市
発
明
工
夫
展
が
９
月
10
日
か
ら
11
日
ま
で
、
中
央
公
民
館
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
今
回
は
過
去
最
多
の
82
点
の
応
募
が
あ
り
、
展
示
会
場
に
は
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
意
識
し
た
作
品
や
創
意
あ
ふ
れ
る
作
品
が
多
数
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
11
日
に
は
作
品
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
入
賞
し
た
子
ど
も
た
ち
に
表
彰
状
と
記

念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

〜
第
７
回
北
秋
田
市
発
明
工
夫
展
〜

新
し
い
発
明
で
生
活
を
便
利
に

新
し
い
発
明
で
生
活
を
便
利
に

△ 石上　十大さん

△ 成田　智哉さん

△ 吉田　夕輝さん

広報きたあきた　２３．１０．１



佐
藤
　
滉
大（
鷹
巣
東
小
２
年
）

笹
原
　
萌
音（
鷹
巣
中
央
小
２
年
）

成
田
　
彩
希（
鷹
巣
南
小
２
年
）

三
浦
　
一
誠（
合
川
南
小
２
年
）

伊
東
　
穂
華（
合
川
南
小
２
年
）

鍋
倉
　
　
礼（
鷹
巣
東
小
３
年
）

佐
藤
麟
太
郎（
鷹
巣
南
小
３
年
）

布
田
　
茉
穂（
鷹
巣
南
小
３
年
）

小
森
　
聖
人（
鷹
巣
東
小
４
年
）

畠
山
　
颯
太（
鷹
巣
東
小
４
年
）

武
石
　
英
樹（
合
川
北
小
４
年
）

米
澤
　
鷹
大（
綴
子
小
５
年
）

山
田
謙
二
朗（
鷹
巣
南
小
５
年
）

木
村
賢
太
郎（
合
川
北
小
５
年
）

木
下
　
　
楓（
鷹
巣
小
６
年
）

高
橋
　
祐
喜（
綴
子
小
６
年
）

村
上
　
海
都（
鷹
巣
東
小
１
年
）

藤
岡
　
興
生（
合
川
西
小
１
年
）

米
村
　
彩
羽（
綴
子
小
２
年
）

岩
本
真
菜
香（
鷹
巣
南
小
３
年
）

柴
田
　
陽
向（
米
内
沢
小
４
年
）

斉
藤
　
大
輝（
鷹
巣
中
央
小
５
年
）

日
下
部
千
華（
鷹
巣
東
小
６
年
）

佐
藤
　
宏
樹（
綴
子
小
６
年
）
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金
　
賞
（
８
点
）

銀
　
賞
（
18
点
）

　  

か
い
と

　  

と
も
き

　  

あ
や
は

ま
　
な
　
か

　  

ひ
な
た

　  

だ
い
き

　  

ち
　

か

　  

ひ
ろ
き

　  

こ
う
だ
い

　  

も
　

ね

　  

さ
　

き

　  

い
っ
せ
い

　  

ほ
の
か

　
　
　
あ
や

り
ん
た
ろ
う

　  

ま
　

お

　  

ま
さ
と

　  

そ
う
た

　  

ひ
で
き

　  

た
か
ひ
ろ

け
ん
じ
ろ
う

け
ん
た
ろ
う

　
　
　
か
え
で

　  

ゆ
う
き

　５年生で使った理科教材セットを捨てずに再利用し、ガー

デンソーラーライトのソーラーパネルとドッキングさせ、扇

風機として生まれ変わったエコとリサイクルを考えた作品で

す。大きな羽はクリアファイルを使い、軽さと丈夫さが考え

られています。５枚の羽を２組取り付けたことで、風を強め、

バランスをとる工夫がされています。作りがていねいでしっ

かりとした仕上がりの作品に仕上がっています。

作品名：「太陽電池せん風機」

作　者：石上　十大（合川南小学校６年）
じゅうだい

作品名：「にじ色すべり台」

作　者：松尾　知笑（鷹巣東小学校４年）
ちえみ

作品名：「れんぞくてっぽう」

作　者：吉田　夕輝（米内沢小学校１年）
ゆうき

作品名：「めいろゲーム」 

作　者：成田　智哉（鷹巣東小学校１年）
ともや

入賞者の紹介　審査員の講評入賞者の紹介と審査員の講評

　コツをうまくつかんでビー玉

を置くことで、途中で落ちずに

最後までころがり、シロフォン

の音が鳴って成功したときの喜

びを感じられる作品です。何度

か挑戦しないとシロフォンまで

たどりつけません。ゴールを知

らせる音が聞きたくて、ついま

たやりたくなります。

　操作部分が大変よく作られており、根気よく遊

べるゲームになっています。スムーズな操作がで

きるように、発泡スチロールを上手に使い、軽く

する工夫がなされ

ています。バラエ

ティにとんだロン

グコースの迷路な

ので、何度も挑戦

したくなります。

　簡単に玉が発射でき、しかも６連発というとこ

ろが審査員に好評でした。輪ゴムを上手に使い、

玉を飛び出す力にうまく伝わるように工夫されて

います。握る部分

に丈夫なラップの

芯を使ってあるの

もいいアイデアで

す。

広報きたあきた　２３．１０．１

作品名：「いねむりふくろう」

作　者：畠山　和奈（鷹巣小学校５年）
かずな

　身近で少ない材料をうまく組み合わせ、いねむ

りの様子をうまく表現できています。ペットボト

ルの口がゆっくりと平らな部分にふれるように、

針金と電池で絶妙

のバランスがとら

れており、審査員

がその動きに関心

しました。

市　長　賞

教育委員長賞

教 育 長 賞 審査委員長賞

議　長　賞
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活動中！『おらほの学校応援し隊』

　市民のみなさんの特技・知識・技術・経験などが小

学校の授業やクラブで活かされています。

　「地域の元気の源」「地域と共に歩む学校づくり」を

めざしている学校を応援し、子どもたちとの交流の場

がどんどん増えています。

　

 ◆学校支援ボランティアを随時募集しています。

 ◆お問い合わせは、お近くの公民館へお願いします。 

～学校支援地域本部ボランティア～

夏休み！親子で手作り体験

　合川公民館では夏休みに親子で手作り体験してもら

おうと８月２０日に『親子でキャラクターランチ作り

講座』、『親子でデコパージュ石けん作り講座』の２講

座を実施しました。

　午前中のキャラクターランチ作りでは、大館市在住

の前田亜沙美さんを講師に、園児から小学３年生の子

供と母親５組１１人が参加し、パンダや豚・パトカー

の形をしたおにぎりや、ウインナーと肉団子できのこ

の形等を作り、プレートに可愛く飾りながら盛りつけ

ました。

　また、午後からは能代市の大高千歳さんを講師に、

～合川公民館公開講座～

『ヒップ・ホップダンスで踊らナイト』

　ノリノリの音楽に合わせて軽快に踊るヒップ・ホッ

プダンス講座を、引き続き次の日程で開催します。お

気軽にご参ください。

　◆日　時　１０月５日(水 )、１８日( 火 )

　　　　　　１１月１１日(金 )、１８日(金 )

　　　　　　いずれも午後７時～８時３０分

　◆場　所　中央公民館ホール

　◆講　師　佐藤光子さん

　◆定　員　２５人　　◆参加料　無料

市販の石けんにペーパーナプキンを切り取って貼り付

けるデコパージュ石けん作りを体験しました。

　綺麗に出来上がった石けんは、夏休みの自由工作と

して小学校へ提出したいという子供がほとんどでした。

　◆対　象　小学生から一般（男女、年齢不問）

　　　　　※小学生は保護者同伴でお願いします。

　　～１０・１１月も開催します！～

中央公民館講座

　▲鷹巣小学校「正課クラブ」での支援

▲

軽
快
な
音
楽
に
あ
わ
せ
て

　
ヒ
ッ
プ
・
ポ
ッ
プ
ダ
ン
ス
！
　

▲

親
子
で
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
ラ
ン
ラ
ン
チ

　
作
り
に
挑
戦
　

広報きたあきた　２３．１０．１
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北
秋
田
市
に
残
さ
れ
て
い
る
文
化
財
の

う
ち
、
見
学
希
望
の
多
か
っ
た
３
つ
の
建

造
物
を
巡
る
バ
ス
ツ
ア
ー
を
実
施
し
ま
す
。

日
　
時
　
10
月
15
日（
土
）

　
　
　
　
午
前
８
時
30
分
〜
12
時

集
　
合
　
中
央
公
民
館
午
前
８
時
25
分
ま
で

移
　
動
　
市
公
用
バ
ス
に
乗
車
し
移
動

　
　
　
＊
バ
ス
ツ
ア
ー
以
外
の
方
へ
の
公

　
　
　
　
開
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

見
学
場
所
　
胡
桃
館
遺
跡
出
土
品
収
蔵
庫
、

　
　
　
　
　
長
岐
邸
、
金
家
住
宅

対
　
象
　
小
学
生
以
上（
定
員
30
人
）

参
加
料
　
無
料

申
込
期
間
　
10
月
３
日
〜
10
月
14
日

　
「
浜
辺
の
歌
音
楽
祭
」
で
、
浜
辺
の
歌

音
楽
館
少
年
少
女
合
唱
団
と
一
緒
に
歌
う

キ
ッ
ズ
た
ち
を
募
集
し
ま
す
。

　
小
学
校
入
学
前
な
ら
何
才
で
も
か
ま
い

ま
せ
ん
。
み
ん
な
で
楽
し
く
歌
い
ま
し
ょ
う
。

練
習
日
　
10
月
11
日（
火
）、
18
日（
火
）

　
　
　
　
25
日（
火
）

時
　
間
　
午
後
７
時
〜
８
時
　

場
　
所
　
森
吉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

発
　
表
　
11
月
３
日（
木
）
文
化
の
日

　
　
　
　
第
６
回
浜
辺
の
歌
音
楽
祭

　「
夢
を
力
に
か
え
て
」を
テ
ー
マ
に
、阿

仁
地
区
文
化
交
流
の
つ
ど
い
を
開
催
し
ま
す
。

　
皆
様
の
多
数
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

日
　
時
　
11
月
６
日（
日
）　

　
　
　
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

場
　
所
　
阿
仁
ふ
る
さ
と
文
化
セ
ン
タ
ー

内
　
容
　
ス
テ
ー
ジ
発
表
等
演
示
、
作
品

　
　
　
　
展
示
、
食
堂
、
バ
ザ
ー

※
演
示
の
出
演
者
及
び
展
示
作
品
の
申
込
み

は
、
10
月
17
日（
月
）
ま
で
受
付
け
し
ま
す
。

日
　
時
　
10
月
12
日（
水
）、
17
日（
月
）

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
　
所
　
森
吉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

講
　
師
　
嶺
脇
ル
イ
さ
ん

材
料
代
　
約
1
0
0
0
円

定
　
員
　
15
人

お
知
ら
せ

◆
図
書
館
・
図
書
室
の
整
理
作
業

　
図
書
整
理
の
た
め
、
左
記
の
期
間
中
、

部
分
的
に
貸
出
が
制
限
さ
れ
ま
す
の
で
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
森
吉
図
書
館
　
10
月
３
日
〜
11
月
28
日

・
合
川
公
民
館
　
10
月
28
日
〜
12
月
７
日

学びの広場

　
こ
の
鏡
は
、
合
川
地
区
の
代
々
神
職
を

務
め
る
家
系
に
所
蔵
さ
れ
て
き
た
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
遠
い
祖
先
で
あ
る
京
都

神
職
宮
原
氏
以
来
、
い
つ
の
時
代
（
年
代
）、

ど
の
よ
う
な
経
緯
で
伝
わ
り
、
こ
こ
に
所

蔵
さ
れ
て
き
た
か
は
よ
く
わ
か
っ
て
い
ま

せ
ん
。

　
秋
田
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
の
研
究

結
果
に
よ
れ
ば
、
平
安
時
代
及
び
鎌
倉
時

代
前
期
の
作
品
は
多
く
見
受
け
ら
れ
る
が
、

こ
の
よ
う
な
鎌
倉
中
期
の
作
品
は
珍
し
く

貴
重
な
鏡
で
あ
る
と
い
う
。

　
文
様
は
、
菊
の
花
咲
き
み
だ
れ
る
川
辺

に
二
羽
の
雀
が
遊
び
戯
れ
て
い
る
優
雅
な

図
柄
で
描
か
れ
て
い
ま
す
。
や
や
粗
い
彫

り
で
あ
る
鎌
倉
時
代
の
特
徴
が
表
現
さ
れ

て
い
て
、
細
か
い
職
人
の
技
、
気
品
さ
と

重
厚
さ
を
感
じ
さ
せ
る
と
い
い
ま
す
。

　
由
緒
あ
る
神
社
に
は
、
御
神
体
と
し
て

国
宝
ま
た
は
重
要
文
化
財
と
な
っ
て
い
る

も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
北
秋
田
市
、
上
小

阿
仁
地
区
に
和
鏡
の
存
在
は
確
認
さ
れ
て

い
な
い
よ
う
で
す
。
和
鏡
は
神
の
依
代（
よ

り
し
ろ
）
と
し
て
大
事
に
さ
れ
て
い
る
よ

う
で
す
が
、
当
地
方
の
信
仰
が
伝
わ
っ
て

き
た
こ
と
と
深
く
関
係
す
る
こ
と
で
あ
り
、

大
切
な
美
術
品
で
歴
史
資
料
で
も
あ
る
と

思
い
ま
す
。

　
　

＊「
依
代
」
正
月
の
門
松
な
ど
の
よ
う
な

特
定
の
花
や
樹
木
、
枝
葉
に
神
霊

(

神
の

み
た
ま)

が
寄
り
つ
く
も
の
。

▽
平
成
９
年
５
月
１
日
指
定
有
形
文
化
財

▽
資
料
／
「
合
川
町
の
文
化
財
第
１
集
」、

「
秋
田
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
研
究
紀

要
第
９
号
　
秋
田
県
内
出
土
の
古
鏡
集

成
」
ほ
か

▽
紹
介
者
／
北
秋
田
市
文
化
財
保
護
審
議

会
委
員
　
照
内
捷
二

ふ
る
さ
と
の
文
化
財

ふ
る
さ
と
の
文
化
財

ふ
る
さ
と
の
文
化
財

44

北
秋
田
市
指
定
有
形
文
化
財（
工
芸
）

◇
所
在
地
・
北
秋
田
市

◇
所
有
者
・
合
川
地
区
内

○「
菊
花
双
雀
文
様
鏡
」１
面

は
ま
べ
の
う
た
キ
ッ
ズ
募
集

◎
問
合
せ
・
申
込
み

　
　
生
涯
学
習
課
☎
62‐

６
６
１
８

阿
仁
文
化
交
流
の
つ
ど
い

◎
問
合
せ
・
申
込
み

　
　
阿
仁
公
民
館
☎
82‐

２
２
２
０

講
座
「
切
り
絵
教
室
」

◎
問
合
せ
・
申
込
み

　
　
森
吉
公
民
館
☎
72‐

３
２
５
９

第
３
回
北
秋
田
の

　
建
造
物
め
ぐ
り
バ
ス
ツ
ア
ー

◎
問
合
せ
・
申
込
み

　
　
生
涯
学
習
課
☎
62‐

６
６
１
８

き
っ
か
そ
う
じ
ゃ
く
も
ん
よ
う
き
ょ
う

▲菊花双雀文様鏡(直径１０.８㎝、厚さ０.７㎝)

広報きたあきた　２３．１０．１
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▼10/２（日）第６回北秋田
オールスターベースボール
トーナメント大会＝中央公
園野球場

▼10/７（金）～９（日）第43
回県北高校新人バドミント
ン競技＝鷹巣体育館

▼10/９（日）第15回鷹巣地
区社会人野球選手権大会＝
中央公園野球場

▼10/９（日）第６回壮年ソ
フトボール選手権大会＝河
川敷野球場・ソフトボール場

▼10/16（日）第６回市スポ
レクラージボール卓球大会
＝鷹巣体育館

▼10 / 1 6（日）第４回Le  
Coupe Wakasugi（国体開催
記念フェンシング大会）＝
合川体育館

▼10/16（日）第２回北秋田
市大運動会＝北欧の杜公園

▼10/23（日）６人制バレー
ボール交流大会＝森吉総合
スポーツセンター

▼10/29（土）・30（日）合川招
待中学女子バスケットボー
ル大会＝合川体育館

▼10/30（日）第７回市民バ
ドミントン大会＝鷹巣体育館

■公民館
中央公民館      ☎６２－１１３０
【ロビー展】手づくりエコライフ

▼10/15（土）・16（日）日本盆栽協会秋
田白神支部「盆栽展示会」＝9:00～
17:00（16日は15:00まで）

▼10/17（月）母と子のわくわく広場＝
10:00～11:30

合川公民館　　　☎７８－２１１４
▼10/７（金）第35回スポーツとレクの
つどい＝9:30～14:00

森吉公民館　　　☎７２－３２５９
【サロン展】切り絵作品展10/5～10/26

▼10/９（日）第25回もりよし合唱祭＝
13時30分～15時

▼10/14（金）～16（日）第27回北秋田
市陶芸同好会作陶展＝9:00～17:00
（16日は15:00まで）

▼10/12（水）・17（月）切り絵教室＝
13:30～15:30

阿仁公民館　　　☎８２－２２２０
▼10/19（水）阿仁の自然と史跡～第３
回・平賀源内を学ぶ＝9:00～15:00

■文化会館　☎６２－３３１１
▼10/１（土）たかのす劇団第20回定期
公演「あしたも あさっても」＝15:00
～　　500円

▼10/８（土）・９（日）県北地区高校演劇
発表会＝9:00～（９日は9:20～）入場無料

▼10/15（土）おはなしでてこい（場所：
図書館ロビー）＝14:00～

▼10/15（土）ストーン・レークス発表
会＝19:00～入場無料

▼10/22（土）・23（日）北秋田市文化祭・
演示＝9:30～入場無料

▼10/25（火）第７回北秋田市社会福祉
大会＝13:30～入場無料

▼10/30（日）チャリティーショー第34
回民謡・民舞の祭典＝11:00～　　
1000円

★予告１★　北秋田市ゆかりの音楽
家「加藤萌々子・加畑嶺デュオリサイ
タル」を11月12日（土）開催！

★予告２★　日頃の会館ご利用皆様
へ感謝の意を込めて…「ファルコン市
民特別企画」12月4日（日）開催予定！

■スポーツ 　☎６２－３８００
▼10/１（土）北秋田市健康・スポーツ
フェスタ2011＝鷹巣体育館

▼10/２（日）第６回市スポレク８人制
バレーボール交流大会＝鷹巣体育館

▼10/２（日）第６回市スポレクユニ
カール大会＝鷹巣体育館

前売

前売

全 市 一 斉

秋のクリーンアップ秋のクリーンアップ

　美しく住みよい街づくりのた

め、市民総参加による環境美化

運動にご協力をお願いします。

※実施日、時間は地区によって

異なる場合がありますので、事

前に地区の自治会長又は町内

会長にご確認ください。

■期日　１０月１６日（日）
■時間　早朝１時間程度

■場所　各地域の道路、河川

敷、公園、墓地、公共広場等

　　生活課環境班 ☎62-1110

または総合窓口センターまで

【合川☎78-2113／森吉☎72-3111

／阿仁☎82-2113】

問

　
北
秋
田
市
民
プ
ー
ル
の
ご
案
内

利
用
時
間
　
10
時
〜
21
時（
月
〜
金
）、

　
　
　
10
時
〜
17
時
30
分（
土
〜
日
）

　
プ
ー
ル
の
ほ
か
、ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー

ム
利
用
や
、各
教
室
も
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
　
市
民
プ
ー
ル
　
☎
62-

５
０
０
１

　
第
２
回
北
秋
田
市
大
運
動
会
の

　
参
加
者
を
募
集
し
ま
す

日
時
　
10
月
16
日（
日
）　
９
時
30
分
〜

場
所
　
県
立
北
欧
の
杜
公
園

競
技
内
容
　
短
距
離
走
／
持
久
走
／
ペ

ア
競
技
／
縄
な
い
競
争
／
障
害
物
競
走

／
綱
引
き
／
宝
さ
が
し
／
水
た
め
競
争

／
玉
入
れ
競
争
／
全
員
リ
レ
ー

参
加
料
　
無
料
（
入
賞
者
に
は
賞
品
・
賞
状
あ
り
）

参
加
資
格
　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す

申
込
方
法
　
「
名
前
」「
電
話
番
号
」「
性

別
」「
年
齢
」「
参
加
希
望
競
技
」
を
明
記

の
上
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た
は
メ
ー
ル
、
郵

送
で
申
込
み
く
だ
さ
い
（
申
込
用
紙
は
、

北
欧
の
杜
パ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
等
に
設
置

の
ほ
か
、
北
秋
田
市
若
者
会
議
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）

申
込
締
切
　
10
月
14
日（
金
）

　
　
　
北
秋
田
市
大
運
動
会
実
行
委
員
会

／
〒
０
１
８-

４
２
７
２
北
秋
田
市
新
田

目
字
大
野
47
／
☎
０
９
０-

５
２
３
７-

５

２
４
９（
佐
藤
）／
　
78-

２
４
４
０
／

メ
ー
ル k

w
k
2
0
1
1
@
y
ah
o
o
.co
.jp

　
第
27
回
北
秋
田
市
陶
芸
同
好
会
作
陶
展

期
間
　
10
月
14
日（
金
）〜
16
日（
日
）

時
間
　
９
時
〜
17
時 

※
16
日
は
15
時
ま
で

場
所
　
森
吉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

参
加
団
体
　
鷹
巣
陶
芸
同
好
会
、
陶
芸

ひ
ま
わ
り
の
会
、
阿
仁
陶
芸
同
好
会
、
森

吉
陶
芸
同
好
会
　
※
入
場
無
料

　
　
森
吉
陶
芸
同
好
会（
奥
田
）

　
　
　
　
　
　
　
　 

☎
73-

２
２
４
６

お
知
ら
せ

申

問

問

問

広報きたあきた　２３．１０．１
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■10月19日（水）全血 
　　　　　　　　　　　　　　【森吉地区】

もりよし荘

10時～10時50分

市役所森吉庁舎

11時～12時

大館能代空港ターミナルビル

10時～12時

県立鷹巣技術専門校

13時10分～16時30分

■10月24日（月）全血 
　　　　　　　　　　　　　　【鷹巣地区】

健
康 

　
　 

健
康
推
進
課 

☎
62-

６
６
６
６

　
母
子
健
康
手
帳
交
付

期
日
　
10
月
３
日（
月
）、17
日（
月
）、

　
　
　
　
　
24
日（
月
）、31
日（
月
）

場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー

時
間
　
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

※
手
続
き
終
了
ま
で
約
30
分
か
か
り
ま

す
。余
裕
を
も
っ
て
お
い
で
く
だ
さ
い

　
10
月
の
乳
児
健
診
・
相
談

▽
４
か
月
児
健
康
診
査

　
期
日
　
10
月
25
日（
火
）

　
受
付
時
間
　
12
時
45
分
〜
13
時

　
対
象
　
平
成
23
年
６
月
生
ま
れ
の
子

▽
７
か
月
児
育
児
相
談

　
期
日
　
10
月
25
日（
火
）

　
受
付
時
間
　
９
時
45
分
〜
10
時

　
対
象
　
平
成
23
年
３
月
生
ま
れ
の
子

▽
10
か
月
児
健
康
診
査

　
期
日
　
10
月
６
日（
木
）

　
受
付
時
間
　
12
時
45
分
〜
13
時

　
対
象
　
平
成
22
年
12
月
生
ま
れ
の
子

▽
１
歳
ピ
カ
ピ
カ
歯
っ
ぴ
ー
教
室

　
期
日
　
10
月
21
日（
金
）

　
受
付
時
間
　
13
時
15
分
〜
13
時
30
分

　
対
象
　
平
成
22
年
10
月
生
ま
れ
の
子

　
い
の
ち
と
こ
こ
ろ
の
ふ
れ
あ
い
相
談
会

期
日
　
10
月
21
日（
金
）

時
間
　
13
時
〜
15
時

場
所
　
交
流
セ
ン
タ
ー

内
容
　
心
理
専
門
員
に
よ
る

相
談
会
で
す（
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
）

※
直
接
会
場
に
お
い
で
く
だ
さ
い

　
健
康
相
談

期
日
・
場
所

　
▽
合
川
保
健
セ
ン
タ
ー
　
10
月
６
日（
木
）

　
▽
森
吉
保
健
セ
ン
タ
ー
　
10
月
13
日（
木
）

　
▽
保
健
セ
ン
タ
ー
　
　
10
月
20
日（
木
）

　
▽
阿
仁
保
健
セ
ン
タ
ー
　
10
月
27
日（
木
）

時
間
　
10
時
〜
11
時
30
分

内
容
　
健
康
相
談
、血
圧
測
定
等

持
ち
物
　
健
康
手
帳
（
初
め
て
の
方
は

不
要
）

　
が
ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
は

　
利
用
し
ま
し
た
か

　
平
成
23
年
度
が
ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ

ン
券
を
お
持
ち
の
方
は
早
め
に
受
診
し

ま
し
ょ
う
。

▼
胃
が
ん
・
大
腸
が
ん
検
診
　
集
団
検

診
の
み
で
す
。
日
程
は
個
人
通
知
を
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
検
診
　
個
別
医

療
機
関
方
式
で
す
。平
成
23
年
12
月
末
日

ま
で
に
受
診
し
て
だ
さ
い
。

　
精
神
障
害
者
の
福
祉
に
つ
い
て

　
理
解
を
深
め
ま
し
ょ
う

　「
第
59
回
精
神
保
健
福
祉
普
及
運
動
」

期
間
　
10
月
24
日（
月
）〜
30
日（
日
）

推
進
標
語
　
「
困
難
を
乗
り
越
え
て
育

も
う
　
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
」

趣
旨
　
地
域
社
会
に
お
け
る
精
神
保
健

と
精
神
障
害
者
の
福
祉
に
関
す
る
理
解

を
深
め
、
向
上
を
図
る
た
め
の
運
動
週

間
で
す

　
地
域
健
康
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
が
ん
検
診
推
進
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

日
時
　
10
月
５
日（
水
）　
13
時
〜
16
時

場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー

内
容
　
▼
基
調
講
演
「
地
域
で
健
康
づ

く
り
を
繋
い
で
い
く
こ
と
の
大
切
さ
」

▼
情
報
提
供「
秋
田
県
の
が
ん
対
策
」

▼
話
し
合
い
と
ミ
ニ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
が
ん
対
策
・
・
・
わ
た
し
、
私
た
ち
が
で

き
る
こ
と
」

申
込
み
　
健
康
推
進
課
ま
で

　
精
神
保
健
相
談
・
老
人
精
神
保
健

　
相
談
及
び
ア
ル
コ
ー
ル
健
康
相
談

期
日
　
10
月
20
日（
木
）※
毎
月
第
３
木
曜
日

時
間
　
15
時
30
分
〜
17
時（
受
付
15
時
〜
）

場
所
　
北
秋
田
保
健
所
２
階

※
相
談
は
予
約
が
必
要
で
す

　
　
北
秋
田
保
健
所 
☎
62-

１
１
６
５

　
介
護
予
防
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成

　
講
座
の
参
加
者
募
集

期
日
　
①
10
月
17
日
（
月
）
、
②
11
月
１

日（
火
）、③
11
月
９
日（
水
）、④
11
月
22

日（
火
）、⑤
12
月
20
日（
火
）

場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
者
　
市
内
在
住
の
介
護
予
防
事
業

に
関
心
が
あ
り
、
全
講
座
受
講
後
に
介

護
予
防
教
室
等
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
活
動
で
き
る
70
歳
未
満
の
方
／
全
講

座
受
講
で
き
る
方

内
容
　
《
講
話
や
実
技
》
　
高
齢
者
の
特

性
と
市
の
介
護
予
防
事
業
に
つ
い
て
／

災
害
時
高
齢
者
生
活
支
援
講
習
／
運
動

の
実
際
／
地
域
で
出
来
る
介
護
予
防
を

考
え
る
／
期
待
さ
れ
る
介
護
予
防
活
動

定
員
　
20
人
　
受
講
料
　
無
料

申
込
締
切
　
10
月
12
日（
水
）

申
込
み
　
健
康
推
進
課
ま
で

※
森
吉
、阿
仁
、合
川
、送
迎
バ
ス
あ
り

　
第
２
回
障
が
い
者
レ
ク
リ
エ
ー

　
シ
ョ
ン
教
室
の
参
加
者
募
集

日
時
　
10
月
25
日（
火
）　
10
時
〜
14
時

場
所
　
北
秋
田
保
健
所
２
階

内
容
　
調
理
実
習
（
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
他
）
、

栄
養
講
話

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
ハ
ン
カ
チ
、
飲
み

物
、昼
食
後
の
薬（
あ
る
人
）

対
象
者
　
身
体
・
知
的
・
精
神
の
障
が
い

を
お
持
ち
の
方

申
込
締
切
　
10
月
18
日（
火
）

　
　
北
秋
田
保
健
所 

☎
62-

１
１
６
５

場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー

持
ち
物
　
母
子
健
康
手
帳
、ア
ン
ケ
ー

ト
、バ
ス
タ
オ
ル
他

問

申

問

問
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　「
北
秋
田
福
祉
の
雪
事
業
」の

　
受
託
者
を
募
集
し
ま
す

　
福
祉
の
雪
事
業
を
受
託
で
き
る
事
業

者
を
募
集
し
ま
す
。

登
録
期
間
　
11
月
〜
平
成
24
年
３
月
31
日

内
容
　
対
象
家
庭
の
除
雪
作
業

申
込
締
切
　
10
月
31
日（
月
）ま
で

登
録
条
件
　
市
内
に
事
業
所
を
有
す
る

業
者
に
限
り
ま
す

　
　
　
高
齢
福
祉
課
高
齢
福
祉
班

　
　
　
　
　
　
　
　
☎
62-

６
６
３
９

　
高
齢
者
相
互
援
助
ホ
ー
ム

　「
あ
に
福
寿
荘
」入
居
者
募
集

　
市
で
は
、
住
宅
の
事
情
等
で
冬
期
間

自
宅
で
の
生
活
が
困
難
な
高
齢
者
の
方

を
対
象
に
、援
助
ホ
ー
ム「
あ
に
福
寿
荘
」

へ
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

対
象
者
　
市
内
在
住
の
概
ね
60
歳
以
上

の
１
人
暮
ら
し
又
は
、
高
齢
者
の
み
の

世
帯
の
方

　
　
　
高
齢
福
祉
課
高
齢
福
祉
班

　
　
　
　
　
　
　
　
☎
62-

６
６
３
９

　
稲
わ
ら
・
も
み
殻
の
焼
却
禁
止

　
稲
わ
ら
焼
き
（
も
み
殻
含
む
）
は
、
秋

田
県
公
害
防
止
条
例
に
よ
り
、

10
月
１

日
か
ら
11
月
10
日
ま
で
の
期
間
は
全
面

的
に
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
に

対
す
る
苦
情
は
年
々
増
え
て
い
ま
す
。

　
稲
わ
ら
等
を
燃
焼
す
る
時
に
出
る
煙

は
、
視
界
不
良
に
よ
る
交
通
事
故
を
引

き
起
こ
す
原
因
や
、
目
や
の
ど
を
痛
め
、

ぜ
ん
そ
く
等
の
病
気
の
方
に
被
害
が
及

お
知
ら
せ

申

問

申

問

秋の行政相談週間

日時　10月17日（月）　10時～15時

会場　交流センター

行政相談員　河田弘美さん（☎62-3896）

　行政相談は、国等の

行政機関の業務に関す

る苦情や要望について

行政相談委員が相談に

応じ、問題改善に努めます。

　相談は無料で、秘密は厳守されます。

日時　10月20日（木）　10時～15時

会場　阿仁総合窓口センター

行政相談員　蒲　芳さん（☎82-3080）

日時　10月18日（火）　10時～15時

会場　合川総合窓口センター

行政相談員　金田功子さん（☎78-4918）

日時　10月19日（水）　10時～15時

会場　米内沢字七曲59-1（自宅）　

行政相談員　日景真紀子さん（☎72-3093）

　
市
で
は
、雪
で
困
っ
て
い
る
お
年
よ
り
や
障
害
者
の
た
め
に
、本
年
度
も「
福
祉

の
雪
事
業
」を
行
い
ま
す
。

　　
①
65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
で
雪
よ
せ
が
困
難
な
方

　
②
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
で
雪
よ
せ
が
困
難
な
世
帯

　
③
65
歳
以
上
の
高
齢
者
と
障
害
者
若
し
く
は
児
童（
中

　
　
学
生
ま
で
）の
み
等
で
雪
よ
せ
が
困
難
な
世
帯

　
▼
除
雪
作
業
料
金
の
８
割
を
助
成
し
ま
す（
支
給
限
度
額
を
超
え
る
分
は
、全
額

　
　
自
己
負
担
で
す
）

　
▼
こ
の
事
業
は
、作
業
費
用
の
支
給
を
行
う
も
の
で
あ
っ
て
、建
物
管
理
を
行
う

　
　
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。空
き
家
や
不
在
の
家
等
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん

　
①
10
月
31
日（
月
）ま
で
に
、地
区
民
生
委
員
ま
た
は
、市
役
所
高
齢
福
祉
課
高
齢

　
　
福
祉
班
、各
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
市
民
班
へ
申
請
書
を
提
出
し
、登
録
し
て
く

　
　
だ
さ
い
。登
録
が
遅
く
な
る
と
作
業
が
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す

　
▼
積
雪
時
の
出
入
口
の
雪
よ
せ
は
、シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
対
応
し
ま
す

　
▼
屋
根
の
雪
下
ろ
し
及
び
排
雪
作
業
の
依
頼
は
、必
要
の
都
度
、地
区
の
社
会
福

　
　
祉
協
議
会
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。作
業
を
す
る
登
録
業
者
を
紹
介
し
ま
す

　
②
作
業
終
了
後
に
、利
用
者
が
作
業
業
者
に
直
接
料
金
を
支
払
い
ま
す
。料
金
は

　
　
作
業
量
、時
間
で
異
な
り
ま
す

　
③
作
業
業
者
か
ら
、社
会
福
祉
協
議
会
に
作
業
の
終
了
が
報
告
さ
れ
ま
す
。社
会

　
　
福
祉
協
議
会
は
市
役
所
へ
請
求
の
手
続
き
を
行
い
、市
役
所
か
ら
支
給
額（
作

　
　
業
料
金
の
８
割
）を
指
定
口
座
に
振
り
込
み
ま
す

　
　
　
　
高
齢
福
祉
課
　
　
☎
62-

６
６
３
９
　
ま
た
は
各
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
社
会
福
祉
協
議
会
☎
63-

２
１
０
９
　
ま
た
は
各
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

（

（

北
秋
田
市
福
祉
の
雪
事
業

ど
う
し
て
も
、
雪
寄
せ
が

困
難
な
方
を
支
援
し
ま
す

申
請
先

問
合
せ

利
用
で
き
る
方
は
次
の
方
で
す

支
給
限
度
額（
扶
助
限
度
額
）は
４
万
円
で
す

福
祉
の
雪
事
業
を
利
用
す
る
手
続
き（
サ
ー
ビ
ス
内
容
）

広報きたあきた　２３．１０．１
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　「
北
秋
田
福
祉
の
雪
事
業
」の

　
受
託
者
を
募
集
し
ま
す

　
福
祉
の
雪
事
業
を
受
託
で
き
る
事
業

者
を
募
集
し
ま
す
。

登
録
期
間
　
11
月
〜
平
成
24
年
３
月
31
日

内
容
　
対
象
家
庭
の
除
雪
作
業

申
込
締
切
　
10
月
31
日（
月
）ま
で

登
録
条
件
　
市
内
に
事
業
所
を
有
す
る

業
者
に
限
り
ま
す

　
　
　
高
齢
福
祉
課
高
齢
福
祉
班

　
　
　
　
　
　
　
　
☎
62-

６
６
３
９

　
高
齢
者
相
互
援
助
ホ
ー
ム

　「
あ
に
福
寿
荘
」入
居
者
募
集

　
市
で
は
、
住
宅
の
事
情
等
で
冬
期
間

自
宅
で
の
生
活
が
困
難
な
高
齢
者
の
方

を
対
象
に
、援
助
ホ
ー
ム「
あ
に
福
寿
荘
」

へ
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

対
象
者
　
市
内
在
住
の
概
ね
60
歳
以
上

の
１
人
暮
ら
し
又
は
、
高
齢
者
の
み
の

世
帯
の
方

　
　
　
高
齢
福
祉
課
高
齢
福
祉
班

　
　
　
　
　
　
　
　
☎
62-

６
６
３
９

　
稲
わ
ら
・
も
み
殻
の
焼
却
禁
止

　
稲
わ
ら
焼
き
（
も
み
殻
含
む
）
は
、
秋

田
県
公
害
防
止
条
例
に
よ
り
、

10
月
１

日
か
ら
11
月
10
日
ま
で
の
期
間
は
全
面

的
に
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
に

対
す
る
苦
情
は
年
々
増
え
て
い
ま
す
。

　
稲
わ
ら
等
を
燃
焼
す
る
時
に
出
る
煙

は
、
視
界
不
良
に
よ
る
交
通
事
故
を
引

き
起
こ
す
原
因
や
、
目
や
の
ど
を
痛
め
、

ぜ
ん
そ
く
等
の
病
気
の
方
に
被
害
が
及

ぶ
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
稲
わ
ら
等
の
焼
却
を
行
っ
た
場
合
、

秋
田
県
で
は
氏
名
公
表
も
含
め
た
厳
重

な
措
置
を
と
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

稲
わ
ら
等
の
焼
却
は
絶
対
に
止
め
ま

し
ょ
う
。

　
　
生
活
課
環
境
班    

☎
62-

１
１
１
０

　
企
業
在
職
者
の
パ
ソ
コ
ン
講
習

①
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
基
礎
講
習

期
日
　
10
月
17
日（
月
）、18
日（
火
）

内
容
　
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
の
基
礎
操
作

か
ら
簡
単
な
ポ
ス
タ
ー
の
作
成
ま
で
を

習
得
す
る

テ
キ
ス
ト
代
　
５
２
０
円

申
込
締
切
　
10
月
７
日（
金
）

②
ワ
ー
ド
社
外
文
書
作
成
講
習

期
日
　
10
月
27
日（
木
）、28
日（
金
）

内
容
　
デ
ー
タ
の
活
用
、
社
外
文
書
の

作
成
、
ハ
ガ
キ
印
刷
か
ら
宛
名
印
刷
ま

で
を
習
得
す
る

テ
キ
ス
ト
代
　
無
料

申
込
締
切
　
10
月
18
日（
火
）

【
①
②
共
通
事
項
】

場
所
　
県
立
鷹
巣
技
術
専
門
校
　
民
間

訓
練
教
室

時
間
　
９
時
20
分
〜
16
時

定
員
　
各
講
習
10
人（
先
着
順
）

対
象
者
　
企
業
在
職
者
で
文
字
入
力
が

で
き
る
方

　
　
　
県
立
鷹
巣
技
術
専
門
校

　
　
　
　
　
　
　
　 

☎
84-

８
３
５
１

問

申

問

■接種対象者　接種日において北秋田市に住所を有する方

■接 種 費 用　医療機関で異なります。助成金額を差し引いた金額を医療機

関へお支払い下さい。

■接種時に必要なもの　健康保険証／健康手帳（ある方）／②の方は受給者

証／③と④の方は母子健康手帳

■助成対象者と助成金額　※次のとおり、対象者により実施期間や助成内

容、実施対象医療機関が異なります

　高齢者のインフルエンザ　（実施期間：10月１日～平成24年２月29日）

① 満65歳以上の方／60歳以上65歳未満で心臓・腎臓・および呼吸器の機能

等に身体障害者手帳1級程度の障害を有する方　　1人につき1,500円助成

② 満65歳以上の生活保護受給者　　接種費用全額助成

【申込方法】　県内のほとんどの医療機関で接種を受けることができます。

直接医療機関に確認の上、予約をして接種を受けてください。

　市の助成事業　（実施期間：平成23年４月１日～平成24年３月31日）

③ １歳～高校３年生（18歳相当）　　1回につき1,500円助成

④ 妊娠されている方　　1回につき1,500円助成

⑤ ①～④以外の北秋田市国民健康保険加入者　　1回につき1,500円助成

【申込方法】　北秋田市内の医療機関のみ助成の対象です。医療機関に直接

予約をして接種を受けてください。

　☆肺炎球菌ワクチンについて☆

　インフルエンザの重要な合併症である肺炎球菌性肺炎の予防として接種

ができます。過去に助成を受けていない65歳以上の方が対象です。詳細は、

健康推進課（保健センター）までお問い合わせください。

インフルエンザワクチン接種事業 ～接種費用の一部を助成します～

インフルエンザ市内予防
接種実施医療機関（順不同）

北秋田市民病院

うえだクリニック

遠藤クリニック

児玉内科クリニック

近藤医院

佐々木産婦人科医院

鷹巣病院

たむら内科クリニック

津谷内科

奈良医院

藤原医院

盛岡外科医院

国民健康保険合川診療所

市立米内沢診療所

市立阿仁診療所

62-7001

60-1055

63-0515

69-7311

62-1155

63-0105

62-1210

63-2700

62-2261

62-1146

62-2882

62-1101

78-3161

72-4501

82-2351

医療機関名 電 話

◎お問い合わせ

　健康推進課　☎62-6666

　インフルエンザワクチンには、感染予防に加え、インフルエンザにかかっ

たとしても重症化をおさえるなどの効果があります。

　ただし、ワクチン接種から免疫ができるまで2週間から1ヶ月ほどかかり

ますので、流行シーズン前に接種することが望まれます。

広報きたあきた　２３．１０．１
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１０月は
「土地月間」です

　大規模な土地取引（１万㎡、都市計画区域は５千㎡）では、国土利用計画法

に基づく届出が必要です。詳細は、総合政策課政策班（☎62-6606）へどうぞ。

　
市
道
の
全
面
通
行
止
め
に
つ
い
て

　
災
害
復
旧
工
事
の
た
め
、次
の
と
お
り

市
道
の
全
面
通
行
止
め
を
行
い
ま
す
。

　
ご
理
解
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

路
線
名
　
市
道 

大
印
ノ
ロ
川
線

区
間
　
湯
ノ
岱
〜
ノ
ロ
川

期
間
　
10
月
31
日（
月
）〜
11
月
６
日（
日
）

　
　
建
設
課
工
務
班
　
☎
72-

５
２
４
４

　
自
分
の
手
で
「
き
ら
フ
ェ
ス
」
を

　
盛
り
上
げ
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

　
毎
年

12
月
か
ら
２
月
に
か
け
て
開
催

し
て
い
る
「
北
秋
田
き
ら
き
ら
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
に
つ
い
て
、
市
民
の
皆
様
か

ら
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
や
ア
イ
デ
ィ
ア
を

募
集
し
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ス
タ
ッ
フ
も
募
集
し
ま
す
。

　
皆
様
か
ら
の
た
く
さ
ん
ご
応
募
、
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
第
４
回
北
秋
田
き
ら
き
ら
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル（
予
定
）

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
　
12
月
23
日（
金
）

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
期
間
　
12
月
23
日

（
金
）〜
平
成
24
年
２
月
４
日（
土
）

　
　
　
北
秋
田
き
ら
フ
ェ
ス
実
行
委
員
会

☎
０
９
０-

１
１
１
０-

９
０
１
５（
佐
藤
）

　
法
テ
ラ
ス
秋
田「
巡
回
法
律
相
談
会
」

　
多
重
債
務
な
ど
民
事
事
件
全
般
に
つ

い
て
、
弁
護
士
に
よ
る
巡
回
無
料
法
律

相
談
が
行
わ
れ
ま
す
。
事
前
予
約
が
必

要
で
す
。

日
時
　
10
月
26
日（
水
）　
13
時
〜
16
時

場
所
　
交
流
セ
ン
タ
ー

予
約
受
付
　
10
月
７
日（
金
）か
ら

（
相
談
対
象
者
の
資
力
基
準
が
あ
り
ま
す
）

　
　
　
法
テ
ラ
ス
秋
田

　
　
☎
０
５
０-

３
３
８
３-

５
５
５
０

　
無
料
調
停
相
談
会

日
時
　
10
月
20
日（
木
）　
10
時
〜
15
時

場
所
　
中
央
公
民
館
　
研
修
室

内
容
　
金
銭
、
土
地
、
建
物
、
交
通
事
故
、

夫
婦
、親
子
、遺
産
等
の
問
題

相
談
員
　
大
館
調
停
協
会
・
調
停
委
員

受
付
　
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い

　
　
秋
田
家
庭
裁
判
所
大
館
支
部

　
　
　
　
☎
０
１
８
６-

42-

０
０
７
１

　
ノ
ー
ス
ア
ジ
ア
大
学
法
学
部
・
法
学

　
研
究
所
主
催「
無
料
法
律
相
談
会
」

　
実
務
経
験
豊
か
な
本
学
法
学
部
の
教
員

が
誠
意
を
持
っ
て
対
応
し
ま
す
。
個
人
情

報
は
、秘
密
を
厳
守
し
ま
す
。本
事
業
は
秋

田
県
の
「
平
成
23
年
度
私
大
・
短
大
魅
力

ア
ッ
プ
事
業
」
に
採
択
さ
れ
て
い
ま
す
。

期
日
　
10
月
29
日（
土
）

時
間
　
９
時
30
分
〜
16
時
30
分

場
所
　
秋
田
看
護
福
祉
大
学（
大
館
市
）

費
用
・
相
談
料
　
無
料

　
　
　
ノ
ー
ス
ア
ジ
ア
大
学
総
合
研
究

セ
ン
タ
ー
　
無
料
法
律
相
談
会
係

　
　
　
☎
０
１
８-

８
３
６-

６
５
９
２

　
大
館
能
代
空
港
便
利
用
促
進
事
業

　
運
賃
助
成
実
施
中
！

▼
大
館
能
代
空
港
便
、片
道
あ
た
り

　
５
０
０
０
円
助
成

　
　
　
　（
小
児
運
賃
の
場
合
は
半
額
）

▼
団
体
運
賃
、
個
人
包
括
旅
行
運
賃
及

び
包
括
旅
行
運
賃
、１
商
品
あ
た
り

　
５
０
０
０
円
助
成

《
海
外
へ
乗
継
で
行
か
れ
る
方
へ
》

　
海
外
へ
の
乗
り
継
ぎ
運
賃
で
大
館
能

代
空
港
便
を
ご
利
用
の
場
合
は
、
往
復

利
用
の
場
合
で
も
５
０
０
０
円
と
な
り

ま
す
の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
団
体
運
賃
、
個
人
包
括
旅
行
運
賃
及

び
包
括
旅
行
運
賃
と
同
様
の
取
り
扱
い

と
な
り
ま
す
。

申
請
先
　
大
館
能
代
空
港
利
用
促
進
北

秋
田
市
地
区
協
議
会
（
北
秋
田
市
商
工

会
）
／
〒
０
１
８-

３
３
２
２
／
北
秋
田

市
住
吉
町
12-

18
／
☎
62-

１
８
５
０

　
　
商
工
観
光
課
観
光
振
興
班

　
　
　
　
　
　
　
　 

☎
72-

５
２
４
３

　
法
務
局
市
民
講
座

開
催
日
／
テ
ー
マ

▼
10
月
12
日（
水
）／
相
続

▼
11
月
16
日（
水
）／
遺
言

▼
12
月
14
日（
水
）／
成
年
後
見
制
度

▼
平
成
24
年
１
月
11
日（
水
）／
境
界

時
間
　
13
時
30
分
〜
15
時

場
所
　
秋
田
地
方
法
務
局
大
館
支
局

定
員
　
各
回
20
人
程
度

　
　
　
秋
田
地
方
法
務
局
大
館
支
局

　
　
　
　
☎
０
１
８
６-

42-

６
５
１
４

　
法
務
局
な
ん
で
も
相
談
所

日
時
　
10
月
16
日（
日
）　
10
時
〜
15
時

場
所
　
い
と
く
大
館
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
３
階

内
容
　
▼
登
記
（
相
続
、
売
買
、
境
界
ト

ラ
ブ
ル
な
ど
）
▼
戸
籍
・
国
籍
（
婚
姻
、
離

婚
、
国
籍
取
得
な
ど
）
▼
供
託
（
地
代
、
家

賃
、
給
与
差
押
え
な
ど
）
▼
人
権
（
近
隣

関
係
、い
じ
め
な
ど
）

相
談
員
　
法
務
局
職
員
、
人
権
擁
護
委

員
、司
法
書
士
、土
地
家
屋
調
査
士

相
談
方
法
　
面
接
相
談

そ
の
他
　
相
談
の
予
約
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
／
相
談
は
無
料
／
秘
密
は
厳
守
し

ま
す

　
　
秋
田
地
方
法
務
局
大
館
支
局

　
　
　
　
☎
０
１
８
６-

42-

６
５
１
４

お
知
ら
せ

申

問

問

問

申

問

問 北秋田市商工会阿仁支所　☎82-2206

　阿仁の「鍋」や特産品など、「ぅめ～もん」が盛り

だくさんのイベントを開催します。

■期日　１０月８日（土）～９日（日）
■時間　１０時～１６時

■場所　内陸線阿仁合駅前

▼イベント内容

　★“ぅめ～鍋”を販売♪１杯300円

　（けの汁、すじ肉煮込み、きのこ鍋、じゃっぱ汁）

　★旬のきのこ、特産品を販売♪

　★“ぅめ～鍋っこ遠足”（材料費／１人1,000円）

　（河川敷に鍋広場を用意。用具無料貸出します）

　★りんご早おろし競争（豪華賞品を用意）

　★チェンソーアート製作実演

　★阿仁のむかし語り

　★映画「ハナばあちゃん!」上映会

　★ウオーキング散策ツアー（ミニ）（先着15人）

　★激レア!｢内陸線モーターカー無料開放♪｣

市施設の指定管理者を募集します

【募集施設】

■北秋田市地域福祉センター

　所 在 地　北秋田市宮前町９番６８号

　設置目的　高齢者などを対象に通所介護事業や

　介護予防・生活支援等事業など各種福祉サービス

　を提供するとともに、福祉情報の提供等を総合的

　に行い市民の福祉増進や福祉意識の高揚を図る

■サテライトステーションつづれこ

　所 在 地　北秋田市綴子字大堤２６番３号

　設置目的　認知症対応型共同生活介護や通所介

　護事業など介護サービスを提供するとともに、市

　民の福祉及び健康の増進並びに地域自治会等の

　活動拠点として役割を担う

【募集施設の共通事項】

　指定期間　平成２４年４月１日～平成３０年３月３１日

　要　　件　主たる事務所（会社においては本店）所

　在地を北秋田市に有し、指定管理開始時点におい

　て、介護保険法に定める指定居宅サービス事業者

　の指定を受けることができる法人、その他の団体

　申請書の交付及び提出場所　高齢福祉課高齢福祉班

　申請書提出期限　１１月１１日（金）

申問 高齢福祉課高齢福祉班　☎62-6639

【現場説明会】

　期日　１０月２０日（木）

　場所／時間

　▼北秋田市地域福祉センター／１３時30分～１４時３０分

　▼サテライトステーションつづれこ／１５時～１６時

　※参加希望の方は１０月１７日（月）までお申し込

　みください
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市
道
の
全
面
通
行
止
め
に
つ
い
て

　
災
害
復
旧
工
事
の
た
め
、次
の
と
お
り

市
道
の
全
面
通
行
止
め
を
行
い
ま
す
。

　
ご
理
解
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

路
線
名
　
市
道 

大
印
ノ
ロ
川
線

区
間
　
湯
ノ
岱
〜
ノ
ロ
川

期
間
　
10
月
31
日（
月
）〜
11
月
６
日（
日
）

　
　
建
設
課
工
務
班
　
☎
72-

５
２
４
４

　
自
分
の
手
で
「
き
ら
フ
ェ
ス
」
を

　
盛
り
上
げ
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

　
毎
年

12
月
か
ら
２
月
に
か
け
て
開
催

し
て
い
る
「
北
秋
田
き
ら
き
ら
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
に
つ
い
て
、
市
民
の
皆
様
か

ら
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
や
ア
イ
デ
ィ
ア
を

募
集
し
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ス
タ
ッ
フ
も
募
集
し
ま
す
。

　
皆
様
か
ら
の
た
く
さ
ん
ご
応
募
、
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
第
４
回
北
秋
田
き
ら
き
ら
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル（
予
定
）

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
　
12
月
23
日（
金
）

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
期
間
　
12
月
23
日

（
金
）〜
平
成
24
年
２
月
４
日（
土
）

　
　
　
北
秋
田
き
ら
フ
ェ
ス
実
行
委
員
会

☎
０
９
０-

１
１
１
０-

９
０
１
５（
佐
藤
）

　
法
テ
ラ
ス
秋
田「
巡
回
法
律
相
談
会
」

　
多
重
債
務
な
ど
民
事
事
件
全
般
に
つ

い
て
、
弁
護
士
に
よ
る
巡
回
無
料
法
律

相
談
が
行
わ
れ
ま
す
。
事
前
予
約
が
必

要
で
す
。

日
時
　
10
月
26
日（
水
）　
13
時
〜
16
時

場
所
　
交
流
セ
ン
タ
ー

予
約
受
付
　
10
月
７
日（
金
）か
ら

（
相
談
対
象
者
の
資
力
基
準
が
あ
り
ま
す
）

　
　
　
法
テ
ラ
ス
秋
田

　
　
☎
０
５
０-

３
３
８
３-

５
５
５
０

　
無
料
調
停
相
談
会

日
時
　
10
月
20
日（
木
）　
10
時
〜
15
時

場
所
　
中
央
公
民
館
　
研
修
室

内
容
　
金
銭
、
土
地
、
建
物
、
交
通
事
故
、

夫
婦
、親
子
、遺
産
等
の
問
題

相
談
員
　
大
館
調
停
協
会
・
調
停
委
員

受
付
　
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い

　
　
秋
田
家
庭
裁
判
所
大
館
支
部

　
　
　
　
☎
０
１
８
６-

42-

０
０
７
１

　
ノ
ー
ス
ア
ジ
ア
大
学
法
学
部
・
法
学

　
研
究
所
主
催「
無
料
法
律
相
談
会
」

　
実
務
経
験
豊
か
な
本
学
法
学
部
の
教
員

が
誠
意
を
持
っ
て
対
応
し
ま
す
。
個
人
情

報
は
、秘
密
を
厳
守
し
ま
す
。本
事
業
は
秋

田
県
の
「
平
成
23
年
度
私
大
・
短
大
魅
力

ア
ッ
プ
事
業
」
に
採
択
さ
れ
て
い
ま
す
。

期
日
　
10
月
29
日（
土
）

時
間
　
９
時
30
分
〜
16
時
30
分

場
所
　
秋
田
看
護
福
祉
大
学（
大
館
市
）

費
用
・
相
談
料
　
無
料

　
　
　
ノ
ー
ス
ア
ジ
ア
大
学
総
合
研
究

セ
ン
タ
ー
　
無
料
法
律
相
談
会
係

　
　
　
☎
０
１
８-

８
３
６-

６
５
９
２

　
大
館
能
代
空
港
便
利
用
促
進
事
業

　
運
賃
助
成
実
施
中
！

▼
大
館
能
代
空
港
便
、片
道
あ
た
り

　
５
０
０
０
円
助
成

　
　
　
　（
小
児
運
賃
の
場
合
は
半
額
）

▼
団
体
運
賃
、
個
人
包
括
旅
行
運
賃
及

び
包
括
旅
行
運
賃
、１
商
品
あ
た
り

　
５
０
０
０
円
助
成

《
海
外
へ
乗
継
で
行
か
れ
る
方
へ
》

　
海
外
へ
の
乗
り
継
ぎ
運
賃
で
大
館
能

代
空
港
便
を
ご
利
用
の
場
合
は
、
往
復

利
用
の
場
合
で
も
５
０
０
０
円
と
な
り

ま
す
の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
団
体
運
賃
、
個
人
包
括
旅
行
運
賃
及

び
包
括
旅
行
運
賃
と
同
様
の
取
り
扱
い

と
な
り
ま
す
。

申
請
先
　
大
館
能
代
空
港
利
用
促
進
北

秋
田
市
地
区
協
議
会
（
北
秋
田
市
商
工

会
）
／
〒
０
１
８-

３
３
２
２
／
北
秋
田

市
住
吉
町
12-

18
／
☎
62-

１
８
５
０

　
　
商
工
観
光
課
観
光
振
興
班

　
　
　
　
　
　
　
　 

☎
72-

５
２
４
３

　
法
務
局
市
民
講
座

開
催
日
／
テ
ー
マ

▼
10
月
12
日（
水
）／
相
続

▼
11
月
16
日（
水
）／
遺
言

▼
12
月
14
日（
水
）／
成
年
後
見
制
度

▼
平
成
24
年
１
月
11
日（
水
）／
境
界

時
間
　
13
時
30
分
〜
15
時

場
所
　
秋
田
地
方
法
務
局
大
館
支
局

定
員
　
各
回
20
人
程
度

　
　
　
秋
田
地
方
法
務
局
大
館
支
局

　
　
　
　
☎
０
１
８
６-

42-

６
５
１
４

　
法
務
局
な
ん
で
も
相
談
所

日
時
　
10
月
16
日（
日
）　
10
時
〜
15
時

場
所
　
い
と
く
大
館
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
３
階

内
容
　
▼
登
記
（
相
続
、
売
買
、
境
界
ト

ラ
ブ
ル
な
ど
）
▼
戸
籍
・
国
籍
（
婚
姻
、
離

婚
、
国
籍
取
得
な
ど
）
▼
供
託
（
地
代
、
家

賃
、
給
与
差
押
え
な
ど
）
▼
人
権
（
近
隣

関
係
、い
じ
め
な
ど
）

相
談
員
　
法
務
局
職
員
、
人
権
擁
護
委

員
、司
法
書
士
、土
地
家
屋
調
査
士

相
談
方
法
　
面
接
相
談

そ
の
他
　
相
談
の
予
約
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
／
相
談
は
無
料
／
秘
密
は
厳
守
し

ま
す

　
　
秋
田
地
方
法
務
局
大
館
支
局

　
　
　
　
☎
０
１
８
６-

42-

６
５
１
４

問

申

問

申

問問

■物件名

（土地）所在　北秋田市米内沢

字山崎139番地26

地目　宅地　地積　246.32㎡

（建物）所在　北秋田市米内沢

字山崎139番地26

種類　居宅

構造　木造亜鉛メッキ鋼板葺

平家建

床面積　90.68㎡

建築年　昭和59年

■見積価格　1,870,000円

■公売保証金　必要

■公売日時（入札）

　１０月１２日（水）　13時30分～

■公売場所　市役所分庁舎１

階会議室

※現況のままでは入居は不可

　　税務課収納班

　　　　　　　　☎62-1115

公売を予定している物件公売を予定している物件

問

問

秋 田内陸線情報秋田内陸線情報秋田内陸線情報

秋田内陸縦貫鉄道（株）　☎82-3231

　第６回フットパスツアー
　「明治時代につくられた発電所と山峡の渓谷美を楽しむ！」

　内陸線に乗車し、阿仁鉱山の原動力として電気を供給した比立内発

電所や深い渓谷美で知られる比立内を散策し、色づく秋を楽しみます。

■期日　１０月２３日（日）　■時間　８時20分～14時30分
■旅行代金　1,300円　■募集人員　25名様（参加は内陸線を利用）

■コース　奥阿仁駅（集合）～羽立～比立内発電所～道の駅あに～耕

田寺～幸屋橋～比立内駅（解散）　※歩く距離、約12㎞

■申込み　10月20日（木）までにお電話でお申し込みください

◎申込先　秋田内陸旅行センター　☎60-1111

　お得なきっぷのご案内！ 「湯けむりクーポン」

　湯けむりクーポンは、沿線の施設割引券がセットになっている乗車

券！お風呂やプールに入ってきっぷに利用証明のハンコを押しても

らえば、帰りの運賃がタダになるダブルでお得な乗車券です。

■提携施設　ゆ～とぴあ金沢温泉／ひまわりの家／さざなみ温泉／

あゆっこ温泉／クウィンス森吉／打当温泉マタギの湯／西木温泉ク

リオン／北秋田市民プール　※乗車日の１ヶ月前から販売しています

■販売箇所　鷹巣駅、合川駅、米内沢駅、阿仁前田駅、阿仁合駅など

　第６回フットパスツアー
　「明治時代につくられた発電所と山峡の渓谷美を楽しむ！」

　内陸線に乗車し、阿仁鉱山の原動力として電気を供給した比立内発

電所や深い渓谷美で知られる比立内を散策し、色づく秋を楽しみます。

■期日　１０月２３日（日）　■時間　８時２０分～１４時３０分
■旅行代金　1,300円　■募集人員　25人（参加は内陸線を利用）

■コース　奥阿仁駅（集合）～羽立～比立内発電所～道の駅あに～耕

田寺～幸屋橋～比立内駅（解散）　※歩く距離、約12㎞

■申込み　10月20日（木）までにお電話でお申し込みください

◎申込先　秋田内陸旅行センター　☎60-1111

　お得なきっぷのご案内！ 「湯けむりクーポン」

　湯けむりクーポンは、沿線の施設割引券がセットになっている乗車

券！お風呂やプールに入ってきっぷに利用証明のハンコを押しても

らえば、帰りの運賃がタダになるダブルでお得な乗車券です。

■提携施設　ゆ～とぴあ金沢温泉／ひまわりの家／さざなみ温泉／

あゆっこ温泉／クウィンス森吉／打当温泉マタギの湯／西木温泉ク

リオン／北秋田市民プール　※乗車日の１ヶ月前から販売しています

■販売箇所　鷹巣駅、合川駅、米内沢駅、阿仁前田駅、阿仁合駅など

商工観光課 ☎72-5243

大館能代空港便 片道5,000円助成 実施中！
平成24年３月31日搭乗分まで 問
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不
正
軽
油
一
掃
作
戦
を
実
施

　
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
の
燃
料
と
し
て
軽
油

以
外
に
重
油
や
灯
油
を
使
用
し
た
り
、

販
売
す
る
こ
と
は
、
軽
油
引
取
税
の
脱

税
行
為
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
県
で
は
、
10
月
を「
不
正
軽
油
一
掃
強

化
月
間
」
と
し
て
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド

や
走
行
車
両
、
工
事
現
場
の
建
設
機
械

等
の
燃
料
抜
取
調
査
を
行
い
ま
す
の
で
、

県
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
不
正
軽
油
等
の
情

報
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
　
北
秋
田
地
域
振
興
局
県
税
部

　
　
　
　
☎
０
１
８
６-

49-

２
２
１
１

　
秋
田
県
点
字
図
書
館
の
ご
案
内

　
秋
田
県
点
字
図
書
館
は
、
目
の
ご
不

自
由
な
方
々
が
よ
り
多
く
の
本
を
楽
し

め
る
よ
う
に
、
点
字
図
書
の
ほ
か
、
図
書

の
内
容
を
録
音
し
た
テ
ー
プ
や
Ｃ
Ｄ
を

貸
し
出
し
す
る
機
関
で
す
。

　
ま
た
、
本
だ
け
で
な
く
雑
誌
や
身
近

な
情
報
な
ど
も
お
届
け
し
ま
す
。
ご
利

用
は
電
話
や
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申
し
込
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
い
ろ
い
ろ
な
サ
ー
ビ
ス
を
用
意
し
て

い
ま
す
の
で
、
ま
ず
は
点
字
図
書
館
ま

で
お
電
話
く
だ
さ
い
。

　
　
　
秋
田
県
点
字
図
書
館

　
　
　
☎
０
１
８-

８
４
５-

０
０
３
１

　
　
　
　
０
１
８-

８
４
５-

７
７
７
２

　
潜
在
マ
ン
パ
ワ
ー
講
習
会

　
（
介
護
福
祉
士
有
資
格
者
及
び
介
護

職
員
基
礎
研
修
、
介
護
員
養
成
研
修
１

級
・
２
級
課
程
※
１
）
を
修
了
し
な
が
ら
、

福
祉
の
仕
事
に
従
事
し
て
い
な
い
潜
在

的
有
資
格
者
に
対
し
、
就
職
活
動
を
支

援
す
る
講
座
で
す
。

期
日
　
10
月
20
日（
木
）、21
日（
金
）

時
間
　
９
時
30
分
〜
16
時（
1
日
目
）

　
10
時
30
分
〜
16
時
30
分（
２
日
目
）

会
場
　
秋
田
県
北
部
老
人
福
祉
総
合
エ

リ
ア（
大
館
市
）

対
象
　
※
１
の
有
資
格
者
お
よ
び
修
了

者
で
福
祉
の
仕
事
に
従
事
し
て
い
な
い

方
／
全
日
程
を
受
講
で
き
る
方

内
容
　
講
義
、
演
習
（
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
）
、

介
護
実
技
、
秋
田
県
福
祉
保
健
人
材
・
研

修
セ
ン
タ
ー
職
員
に
よ
る
個
別
相
談
及

び
登
録
受
付

定
員
　
先
着
20
人
　
受
講
料
　
無
料

　
　
　
秋
田
県
福
祉
保
健
人
材
・
研
修
セ
ン

タ
ー
　
☎
０
１
８-
８
６
４-

２
８
８
０

　
10
月
11
日
〜
17
日
ま
で
は
　

　
違
反
建
築
防
止
週
間
で
す

　
こ
の
週
間
は
、
皆
様
に
建
築
基
準
法

の
目
的
や
内
容
に
つ
い
て
知
っ
て
い
た

だ
き
、
違
反
建
築
の
防
止
を
図
る
こ
と

な
ど
を
目
的
に
行
わ
れ
、秋
田
県
で
は
、

10
月
12
日
（
水
）
に
県
内
各
地
で
一
斉
公

開
建
築
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
す
。

　
問
秋
田
県
建
築
住
宅
課

　
　
　
☎
０
１
８-

８
６
０-

２
５
６
５

問

申

問

お
知
ら
せ

申

問問

市有財産を売却します 財政課管財班　☎62-6603申問

土地建物

　（土地）北秋田市上杉字金沢433番１　宅地　1267.19㎡

　（建物）昭和60年建築　木造平屋建　床面積　278.64㎡

【入札参加受付】　※土日祝を除く

　期間　10月３日（月）～10月21日（金）

　時間　８時30分～17時15分

【入札日】

　日時　10月25日（火） 10時　

　場所　市役所３階 大会議室

車両　

　三菱エアロミディ 34人乗（平成７年式）

　※要フレーム修理、詳細は担当まで

【入札参加受付】　※土日祝を除く

　期間　10月３日（月）～10月21日（金）

　時間　８時30分～17時15分

【入札日】

　日時　10月25日（火） 10時～　

　場所　市役所３階 大会議室

　旧合川高校の生徒用机と椅子を先着順に

売却します。即時お持ち帰りいただきます

ので、運搬手段をご準備ください。

　日時　10月16日（日）　９時～正午　

　場所　旧合川高校体育館

　売却価格　机100円／椅子100円

一般競争入札で売却します 一般競争入札で売却します

旧合川高校の机・椅子を売却します
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①南鷹巣団地･･･鷹巣字平崎上岱13-2

　簡易耐火２階建　２ＤＫ　浴槽・風呂釜なし

　月額　10,100円～16,000円

②林岱団地･･･八幡岱新田字林岱89-1★

　木造平屋１戸建　３ＤＫ　浴槽・風呂釜なし

　月額　9,600円～18,800円

③上杉団地･･･上杉字上屋布岱61-47★

　木造平屋１戸建　４ＬＤＫ

　月額　42,000円～73,000円

④畑町団地･･･阿仁水無字畑町東裏147

　木造平屋長屋建　１ＬＤＫ

　月額　19,300円～37,800円 共益費 200円

⑤上新町団地･･･阿仁水無字上新町東裏4-6★

　木造２階２戸建　３ＬＤＫ

　月　額　16,400円～32,300円 

⑥東裏簡二団地･･･阿仁水無字畑町東裏49-1

　簡易耐火２階建　２ＤＫ　浴槽なし

　月　額　10,500円～20,700円

⑦サンコーポラスなかたい住宅

　　　　　　　　　･･･鷹巣字東中岱51-1

　鉄筋コンクリート造５階建　３ＤＫ

　月　額　43,100円　共益費　800円

　駐車場使用料　3,000円（希望者のみ）

　〔募集戸数〕　各階１戸

※★印の住宅は単身入居できません

【敷金】　家賃の３ヵ月分（退去時までの預り金）

【入居資格】

・収入基準を満たすこと

・住宅に困窮していることが明らかなこと

・公租公課を滞納していないこと

【受付期間】　１０月３日（月）～１３日（木）土日除く

【申込み先】　都市計画課（森）／生活課（鷹）／

合川総合窓口センター／阿仁総合窓口センター

市営住宅
入居者募集

【現地案内の日時】

　日時　10月６日（木）又は７日（金）

　▽阿仁地区11:00～　▽鷹巣地区13:30～

　▽合川地区15:30～

※案内日の前日までに電話等でお申込ください

※希望される住宅所在地の庁舎のホールまで、

　上記日時にお集まりください

問 都市計画課建築住宅班　☎72-5246

小様児童館前

吉田公民館前

湯口内集会所前

三叉路

阿仁山村開発センター前

畑町東裏児童館前

向岱・荒瀬三叉路

丁字路

根子児童館前

幸屋児童館前

松橋卓治宅前

打当温泉旧館前

９:00～９:10

９:15～９:20

９:25～９:35

９:40～９:55

10:00～10:10

10:15～10:20

10:30～10:35

10:45～10:50

11:00～11:10

11:20～11:25

11:35～11:50

13:15～13:30

接種場所 接種時間地区実施日

小　様

吉　田

湯口内

水無新町

下新町

畑町東裏

荒　瀬

伏　影

根　子

幸　屋

比立内

打　当

10
月
15
日（
土
）

阿仁地区　　 阿仁総合窓口センター ☎82-2113問

注射料 3,070円狂犬病予防接種

　合川地区は10月1日(土)に「犬の登録」と

「狂犬病予防注射」を実施予定です。９月号

の広報でご確認ください。

登録料 3,000円犬の登録

犬の登録と狂犬病予防注射巡回日程（秋）犬の登録と狂犬病予防注射巡回日程（秋）犬の登録と狂犬病予防注射巡回日程（秋）

市役所森吉庁舎裏駐車場

旧本城農協跡前

アグリハウス前

浦田交流センター前

桂瀬児童館前

前田三叉路

五味堀地域コミュニティーセンター前

前田駅前自治会館前

根森田いきいきセンター前

９:00～９:30

９:40～10:00

10:10～10:25

10:35～10:50

10:55～11:10

11:20～11:35

13:10～13:20

13:30～13:45

13:50～14:05

接種場所 接種時間地区実施日

米内沢

本　城

米内沢

浦　田

桂　瀬

阿仁前田

五味堀

小　又

根森田

10
月
20
日（
木
）

森吉地区　　 森吉総合窓口センター ☎72-3111問

旧北星ボウル駐車場前

沢口林業センター前

旧ＪＡ七日市支所前

七座健康増進センター前

坊沢公民館前

綴子基幹集落センター前

サテライトステーションさかえ前

９:00～10:15

10:30～11:00

11:15～11:45

13:00～13:30

13:45～14:15

14:30～15:00

15:15～15:45

接種場所 接種時間地区実施日

鷹　巣

沢　口

七日市

七　座

坊　沢

綴　子

　栄

10
月
21
日（
金
）

鷹巣地区　　 生活課環境班 ☎62-1110問

犬は、年１回の狂犬病予防注射接種が必要です

一生涯に１回の登録制度です
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市
交
際
費
を
公
開
し
ま
す《
８
月
》

▽
慶
弔
費
２
万
０
０
０
０
円（
２
件
）

▽
会
　
費
３
万
８
０
０
０
円（
６
件
）

▽
そ
の
他
15
万
５
５
４
０
円（
７
件
）

▽
合
　
計
21
万
３
５
４
０
円（
15
件
）

※
交
際
費
は
市
長
代
理
で
副
市
長
等
が
出

席
し
て
い
る
分
も
含
ん
で
い
ま
す

　
入
札
結
果
の
公
表《
８
月
》

　《
２
５
０
万
以
上
の
契
約
状
況
》

▼
面
整
備
工
事
（
鷹
巣
処
理
区 

そ
の
１
）

／
６
３
５
万
２
５
０
０
円
／
か
つ
ら
造
園

建
設
㈱
▼
集
落
基
盤
整
備
事
業
（
合
川
地

区
）
第
０
１
６
０
２
号
工
事
／
１
７
１
０

万
４
５
０
０
円
／
㈱
伊
勢
組
▼
道
路
改
良

工
事（
市
道
大
野
台
幹
線
）１
工
区
／
１
８

８
９
万
１
６
０
０
円
／
㈱
伊
勢
組
▼
道
路

改
良
工
事（
市
道
大
野
台
幹
線
）２
工
区
／

１
７
７
２
万
８
２
０
０
円
／
㈲
宗
和
▼
道

路
改
良
工
事（
市
道
大
野
台
幹
線
）３
工
区

／
５
９
７
４
万
５
０
０
０
円
／
㈱
佐
藤
庫

組
▼
鷹
巣
北
部
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
浄
化

槽
撤
去
及
び
排
水
管
接
続
工
事
／
３
６
８

万
４
４
５
０
円
／
柴
田
水
道
施
設
▼
外
側

線
設
置
工
事
／
３
８
４
万
３
０
０
０
円
／

㈲
ア
タ
ペ
ッ
ク
▼
米
内
沢
小
学
校
プ
ー
ル

解
体
工
事
／
３
０
９
万
７
５
０
０
円
／
㈲

米
広
組
▼
綴
子
地
区
簡
易
水
道
配
水
池
増

設
工
事
／
１
８
４
４
万
８
５
０
０
円
／
㈱

大
川
建
設

日

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

曜

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

電話番号

62－2882

62－1146

63－0105

62－1101

62－1400

62－1155

69－5300

63－0515

62－7001

62－2882

62－2261

82－2351

63－2700

62－7001

60－1055

62－1146

69－7311

78－3161

72－4501

62－1155

62－7001

63－0105

62－1101

63－0515

60－1055

62－1400

69－7311

62－2882

62－2261

63－2700

78－3161

医 療 機 関 名

藤 原 医 院

奈 良 医 院

佐々木産婦人科医院

盛 岡 外 科 医 院

石川耳鼻咽喉科医院

近 藤 医 院

毛利整形外科クリニック

遠 藤 ク リ ニ ッ ク

北 秋 田 市 民 病 院

藤 原 医 院

津 谷 内 科

阿 仁 診 療 所

たむら内科クリニック

北 秋 田 市 民 病 院

うえ だ クリニック

奈 良 医 院

児玉内科クリニック

国民健康保険合川診療所

米 内 沢 診 療 所

近 藤 医 院

北 秋 田 市 民 病 院

佐々木産婦人科医院

盛 岡 外 科 医 院

遠 藤 ク リ ニ ッ ク

うえ だ クリニック

石川耳鼻咽喉科医院

児玉内科クリニック

藤 原 医 院

津 谷 内 科

たむら内科クリニック

国民健康保険合川診療所

▼診療の対象となるのは応急の診察を要する
方です。仕事や職場の都合で夜間診療を受け
る場合は、診療に応じかねます。▼往診はし
ていません。年齢・病気の病状にかかわらず
事前に当番医へ電話等でご相談ください。

の納期限税
市 県 民 税　第３期

１０月３１日まで

お
知
ら
せ

北秋田市民病院 ☎62-7001

◎休診や診療変更となる場合も
　ありますので、お問い合わせ
　ください（☎は 24 時間受付）

▼精神科 （10月）

 休診＝18日（火）

▼泌尿器科 （10月）

 休診＝21日（金）

▼耳鼻咽喉科（10月）

 午後休診＝17（月）

 休診＝26日（水）、27日（木）、28日（金）

国民健康保険税　第４期

問

３１１ 木

６

生涯学習課文化班 ☎62-6618

▼保育園（鷹巣中央、鷹巣東）▼小学校

（鷹巣、綴子、米内沢、前田、浦田、合川東、

合川西、大潟）▼中学校（鷹巣、鷹巣南、

森吉）▼はまべのうたキッズ▼浜辺の歌

音楽館少年少女合唱団▼Ｍ・Ｍ・Ｃ▼レ

ディース・コリーナ▼女声合唱団る・

それいゆ▼コール・もりよし合唱団▼

秋田音声研究会合唱団カント・アムゼ

ル▼鷹巣混声合唱団

参加団体

「あきた教育の日」協賛事業

夜間当番医（　　　）日程表夜間
診療

（診療時間午後６：３０～９：００）
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人口と世帯数

※８月31日現在住民基本台帳による

総人口　36,690人（50人減）

　男　　17,195人（25人減）

　女　　19,495人（25人減）

出　生　11人　転　入　43人

死　亡　49人　転　出　55人

世帯数  14,500世帯（15世帯減）

前月比

お
誕
生
お
め
で
と
う

   

ご
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浦
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浦

永

嗣
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五
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浅
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岩
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北秋田市産業祭

第６回 阿仁のゴンドラで行く阿仁のゴンドラで行く

森吉山の紅葉観賞森吉山の紅葉観賞森吉山の紅葉観賞

森吉山阿仁スキー場

1,200円

1,800円

1,650円

1,500円

1,500円

500円

800円

750円

700円

700円

15人以上

31人以上

北秋田市民

区　分

片　道

往　復

往復（団体Ａ）

往復（団体Ｂ）

市 民 割 引

大　人 小学生 適　用

９時～１６時
　上り最終 15時
　下り最終 15時30分

ゴンドラ運行時間 ゴンドラ乗り場

ゴンドラ料金

（問） 森吉山阿仁スキー場
　　　　　☎８２－３３１１

※市民割引は、阿仁スキー場の売店で申請ください

　その他、｢内陸線利用割引｣や｢宿泊割引｣もあります

10月1日 （土）～10月31日 （月）

※天候により時間変更や運転休止あり

10月1日 （土）～10月31日 （月）

2011 年 秋･運行期間

北秋田市文化祭北秋田市文化祭北秋田市文化祭

～10/22 23～10/22 （土）（土） （日）（日）23
演示部門 ■会場 文化会館

■時間 ９時30分～（開会）

　　　 11時～（22日演示）

       ９時～（23日演示）

■会場 文化会館

■時間 ９時30分～（開会）

　　　 11時～（22日演示）

       ９時～（23日演示）

（問） 教育委員会生涯学習課　☎６２－６６１８

　演示部門（文化会館）と展示部門（合川体育館）に分

かれての開催です。歌やダンスなど活気溢れる演目が

上演されるほか、力作揃いの作品が展示されます。

　開会行事では、芸術文化表彰と三澤勝弘・敦子ご夫

妻の記念講演が行われます。どうぞ、ご来場ください。

■会場 合川体育館

■時間 ９時～17時

　　　 （24日は16時まで）

～10/22 24～10/22 （土）（土） （月）（月）24
展示部門

■会場 合川体育館

■時間 ９時～17時

　　　 （24日は16時まで）

いいもの発見 笑顔で発進
　　　　　　　がんばろう北秋田！　

北秋田市産業祭北秋田市産業祭
第５回

いいもの発見 笑顔で発進
　　　　　　　がんばろう北秋田！　

(土)

10 22/
(日)

23～

(土)

10 22/
(日)

23～

■会場　鷹巣体育館、同サブ体育館、同駐車場

■時間　10時～16時 （22日）

　　　　９時～15時 （23日）　

　秋田内陸縦貫鉄道を利用して産業祭へ来場さ

れる方に、乗車整理券を配布します。（産業祭の期

間中は、乗車券と同様にご使用できます）

配布先 市役所各総合窓口センターで事前に
お求めください

秋田内陸縦貫鉄道｢産業祭乗車券｣のご案内秋田内陸縦貫鉄道｢産業祭乗車券｣のご案内

（問） 商工観光課商工労働班　☎７２－３１１２

●期間中２日間のお楽しみ
体育館

サブ体育館

駐車場

●イベントスケジュール
22日（土）10：30～ オープニングセレモニー
　　　　　11：15～ 県立秋田北鷹高等学校・吹奏楽部演奏
　　　　　12：30～ 坊沢のとうふ早食い大会 （子供の部）
　　　　　13：00～ お菓子銘柄当てクイズ
　　　　　13：30～ 民謡ショー （小野花子、浅野寿恵）

2３日（日）11：00～ ライブ１回目 （本城奈々、翔子）
　　　　　12：00～ 坊沢のとうふ早食い大会 （大人の部）
　　　　　12：30～ 大道芸バスタータンプ
　　　　　13：00～ ライブ２回目 （本城奈々、翔子）

　　　　　▽ＪＡ農産物品評会▽鷹巣建設技能組合展▽北
鷹高校展▽鷹巣技術専門校展▽ＪＡ女性部食堂（２階）ほか

▽市内商店集合「びっくり商業祭」

　　　　　▽比内地鶏焼き鳥ふるまいコーナー▽食堂▽各
種販売▽警察車両ふれあい展▽消防ふれあい展▽チェンソ
ーアート▽セグウェイ体験コーナー▽苗木等販売ほか




